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鰯

　
昭
和
五
十
四
年
度
春
季
急
性
灰
白

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
を
左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
．

◎
該
当
者
　
　
（
一
回
目
）
昭
和
五
十

三
年
八
月
｝
日
～
五
十
四
年
｝
月
三

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。
　
（
二

回
目
）
昭
和
五
十
三
年
二
月
一
日
～

七
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

四
歳
ま
で
に
｝
度
も
投
与
を
受
け
な

か
っ
た
人
。

◎
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱

者
．
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
。
ト
痢

を
し
て
い
る
人
．
B
C
G
等
の
予
防

接
種
を
し
て
『
カ
月
を
経
過
し
な
い

人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た

人
。◎

接
種
前
の
注
意
　
投
与
前
は
健
康

管
理
に
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
、

第3種郵便物認可〉昭和54年3月10日

実
施
地
区
名

月
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

川
　
治
　
地
　
区

四
月
、
、
一
日
図

午
後

1
時
如
分

　
～

　
2
時
2
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
・
－
ム

六
　
箇
　
地
　
区

吉
　
田
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

四
月
四
日
困

新
座
・
大
井
田
地
区

中
　
条
　
地
　
区

下
　
条
　
地
　
区

四
月
五
日
困

十
日
町
地
区

a
瞭
　
．
饗

、
馨
、

、
撫
鍵

晦軸’

麟

黛

錠
、

撫

齢

葉

　　受1八1ノもうすぐ一年生獣》

　待ち遠しい新入学まであと数日と迫った去る3月2

日、鐙島小学校では新入学児童の1日入学が行われま

した。

　あいにくの雪の中でしたが、24名の新一年生達は元

気いっぱい。新築された特別教室で父兄といっしょに

校長先生の話を聞いたあと、広い体育館にでて鉄棒、

マットなどを相手に大奮闘。教室では図画、歌とチョ

ッピリー年生の気分を味わいました。

投
字
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
忘
ね
ず

に
、
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘
永
ず

に
、
問
診
票
は
、
当
日
責
任
を
も
、

て
正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
、

農
業
用
軽
油
免
税
証
を

お
受
け
く
だ
さ
い

　
例
年
実
施
し
て
い
る
農
業
用
軽
油

の
免
税
証
の
交
付
を
つ
ぎ
の
と
お
り

行
い
ま
す
、
、
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、

忘
れ
ず
に
交
付
を
受
け
て
く
だ
レ
、
“
、

　
な
お
、
当
日
交
付
を
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
交
付
で
き
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
キ
、
に
。

■
交
付
日
時
　
．
．
．
月
二
十
ヒ
目
図
午

前
十
時
～
午
後
一
．
．
時
ま
で

■
交
付
場
所
　
十
日
町
総
合
庁
舎
二

階
会
議
室

■
必
要
書
類
　
●
印
鑑
（
共
同
申
請

の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

●
免
税
軽
油
使
用
者
証
●
耕
作
面
積

証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
証
明
を
受

け
て
く
だ
さ
い
）
●
使
用
機
械
の
証

明
書
（
所
有
証
明
、
借
用
証
明
）
重

た
は
納
品
書
等
の
写
（
機
械
の
製
作

所
名
、
名
称
、
型
式
、
馬
ガ
、
燃
料

　
　
　
　
．
）

　
　
　
　
豊

　
　
　
　
蝋

　
　
　
　
禽

、
ヤ
㊨
上

んウ

　新潟県選挙管理委員会では、4月8日執行予定
び）新潟県議会議員一般選挙における立候補予定者

説明会を開催しますグ）で、立候補予定者はご出席

ください，

　日時　3月20日図午後1時30分

　会場　長岡会場（長岡市幸町長岡市役所5階研

　　　　修室）

消
費
量
等
を
記
人
す
る
必
要
が
あ
り

柔
す
の
で
カ
ヶ
・
グ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

■
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財

務
事
務
所
に
あ
り
ま
す
　
詳
細
は
同

財
務
事
務
所
（
E
七
－
五
五
二
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
小
島
貞
義
（
栄
町
）
五
万
円

ご存短

マ寮耽

　
監
査
委
員
事
務
局
は
、
市
庁
舎
の

四
階
に
あ
り
ま
す
、
、

　
委
員
は
、
財
務
並
び
に
経
営
管
理

に
つ
い
て
の
知
識
ま
た
は
経
験
の
あ

る
人
を
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て

任
命
し
た
委
員
一
名
と
、
市
議
会
議

員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
た
委
員
一

名
、
計
二
名
で
、
市
役
所
に
お
け
る

財
務
や
経
営
に
か
か
る
事
務
事
業
を

監
査
し
て
い
ま
す
。

　
監
査
委
員
の
職
務
は
、
住
民
に
代

っ
て
財
務
を
中
心
に
し
た
事
務
や
事

業
の
監
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
が
公
正

か
っ
能
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
審
査
し
、
そ
の
結
果
を
報

告
ま
た
は
公
表
し
、
行
政
に
つ
い
て

の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
監
査
事
務
は
、
毎
年
定
期
的
に
事

務
事
業
の
執
行
状
況
を
監
査
す
る
定

期
監
査
、
毎
月
現
金
の
出
納
保
管
の

状
況
を
検
査
す
る
出
納
検
査
、
一
会

計
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状

況
を
審
査
す
る
決
算
審
査
、
そ
の
他

選
挙
人
の
請
求
に
よ
る
も
の
や
国
県

等
の
要
求
に
よ
り
監
査
を
実
施
す
る

も
の
な
ど
、
各
種
監
査
を
通
じ
て
行

政
運
営
の
適
正
化
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

（
監
査
委
員
事
務
局
長
　
庭
野
光
夫
）

（
香
典
返
し
）
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
千
円
　
▼
金
沢
久
子
（
峠
）
一

万
円
　
▼
阿
部
佐
太
郎
（
旭
町
）
二

万
円
　
▼
歯
車
会
　
五
万
三
千
二
百

円
▼
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
十
日
町
ゲ

ル
㌧
三
．
一
千
九
十
六
円
　
▼
寿
町
一
、

二
、
三
丁
目
有
志
一
同
　
八
千
四
百

血
㌔

Vヤ

～
よ
，
と

　
　
　
　
’

猷
農
　
　
編

難鞠燦、
1
　
　
酷

，
艀
　
　
ー

　
　
　
9

　
い　

　
セ
ヘ ／

　
　
　
ヒ

　
）
－

㌧
ハ鳶

μ
ノ

ヲ　
／

占
ん
こ
　
　
　
　
　
　
　
記
よ
冒
も

阜
薯
ん
　
　
　
　
　
ま
ト

樗
ぶ
！
　
－
・
職
・
　
　
こ
象
o
、
，

　
　
1

戯
－
島

叢
昌
丁
つ
う
．
．

望
薯
亀

、
繕
馨

命
　
．
ま

　
　
　
　
　
調

　
秘
　
　
⑰

　
　
　
　
㊥

灘
磯ー

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
囎

　
　
彫

　
『
〃
ノ

豊
じ
時
々
雪

ま
於
昧
申
ま
逢

み
、
託
る
ビ
し
ょ
う

　
　
　
　
ミ
隻

　
巳

　
　
　
　
　
／

勉
5
．
、

氏

島
　
魁

　
　
　
　
　
　
　
　
＼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
／

・
借
聾
硫

簸
、
甚

．
，
蹴
交
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
β

甘
ひ
5

転
i
…

三
円
　
▼
水
落
隆
作
（
二
子
）
四
千

三
十
円
　
▼
桑
原
芳
一
（
山
本
三
）

五
百
三
十
三
円
　
▼
匿
名
二
件
千
二

百
四
＋
九
円
　
　
、
織

　
　
事
ヒ
グ
2
　
齢

O
妻
有
の
春
が
か
け
足
で
や
り
て
き

ま
す
。
今
ま
で
の
一
番
早
い
消
雪
日

は
．
二
月
五
日
で
す
．
（
昭
和
．
』
↑
四
年
）

今
年
は
、
そ
の
記
録
が
破
れ
る
か
と

期
待
さ
れ
た
の
で
す
が
、
今
月
早
々
の

新
雪
で
お
あ
ず
け
で
す
。
次
の
記
録

が
三
月
二
十
六
日
で
す
か
ら
．
茜
記

録
は
破
れ
多
、
う
で
す
。

〇
三
月
五
日
か
ら
丘
十
四
年
度
予
算

を
審
議
す
る
第
一
回
定
例
市
議
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
八
十
億
円
を
こ

す
大
型
予
算
で
す
。
こ
の
議
会
が
終

る
と
統
一
地
方
選
挙
．
公
正
な
選
挙

戦
が
望
ま
れ
ま
す
。

■市勢／人ロー50，292人（男24，679・女25，613人）／世帯数…・I　l，954／／面積…・211．44k㎡（2月旧現在）
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用再編対策事業哩水田不

事前売渡申込限度数量｛響チ103：器濃

転作目標割当面積　1・5・9ヘクタール

　
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
、
お
お
む
ね
十
力
年
計
画
で
水
田
利
用
再
編

対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
十
日
町
市
で
は
目
標
を
約
三
十
督
上
廻
っ
て
達
成
た
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
全
国
で
は
百
十
三
智
、
県

で
は
百
十
督
で
す
。
米
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
米
の
消
費
量
は
年
々
減

少
し
て
い
る
一
方
、
五
十
三
年
度
米
は
、
　
全
国
の
作
況
指
数
百
八
の

大
豊
作
と
な
り
、
生
産
調
整
が
全
国
目
標
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
九
十
万
ト
ン
の
生
産
増
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
五
十

三
年
十
月
末
で
五
百
七
十
万
ト
ン
、
さ
ら
に
本
年
末
で
は
約
七
百
万
ト

ン
と
政
府
売
却
量
の
約
一
年
分
の
在
庫
を
か
か
え
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
二
年
目
の
水
田
再
編
対
策
を
む
か
え
、
県
か
ら

十
日
町
市
に
、
百
五
・
九
衿
（
昨
年
よ
り
三
・
一
衿
減
）
の
配
分
が
あ

り
ま
し
た
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
配
分
に
つ
い
て
は
「
水
田
利
用
再
編
対
策
協
議

会
」
の
決
定
に
基
づ
き
、
面
積
要
素
と
出
荷
実
績
要
素
の
二
本
立
て
で
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
配
分
も
全
農
家
の
皆
さ
ん
に
ご
満
足
い

た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
目
標
達
成
の
た
め
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
新
年
度
の
仮
配
分
の
考
え
方
、
配

分
数
値
の
出
し
方
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

新
し
い
配
分
数
値
の
出
し
方

　
仮
配
分
の
数
値
は
、
次
の
基
準
で

計
算
し
ま
す
。

基
準
面
積
…
…
：
昭
和
五
十
四
年
一

月
一
日
現
在
の
上
地
台
帳
水
田
面
積

を
基
に
し
て
小
作
契
約
面
積
、
受
委

託
耕
作
面
積
、
土
地
改
良
の
一
時
利

用
地
面
積
、
休
耕
放
置
田
面
積
、
出

作
、
国
有
地
払
い
下
げ
面
積
を
加
除

し
、
農
業
者
個
人
毎
に
加
除
し
て
基

準
面
積
と
し
ま
し
た
．

出
荷
実
績
…
…
昭
和
五
十
二
～
三
年

の
米
出
荷
実
績
の
ニ
カ
年
平
均
の
出

荷
実
績
数
値
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

限
度
数
量
…
…
（
う
る
ち
）
基
準
面

積
割
要
素
十
暫
、
出
荷
実
績
割
要
素

九
十
都
を
組
み
合
せ
’
＼
個
人
別
限

度
数
量
を
算
出

（
も
ち
）
出
荷
実
績
要
素
の
み
で
算

出
。転

作
目
標
面
積
の
配
分

（
う
る
ち
）
基
準
面
積
割
十
蓄
、
出

荷
実
績
割
九
十
警
を
組
み
合
せ
て
、

個
人
別
転
作
目
標
面
積
を
米
の
出
荷

実
積
の
あ
る
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
．

（
も
ち
）
出
荷
実
績
割
の
み
と
し
て

一
俵
に
つ
き
十
平
方
材
を
乗
じ
て
算

出
さ
れ
た
面
積
を
、
も
ち
の
出
荷
実

績
の
あ
る
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
。

個
人
別
配
分
の
や
り
方

　
四
月
三
日
の
農
事
連
絡
員
会
議
で

前
記
の
方
法
で
計
画
し
た
限
度
数
量

・
転
作
目
標
面
積
の
個
人
別
明
細
表

を
「
参
考
資
料
」
と
し
て
お
渡
し
し

ま
し
た
の
で
、
農
事
連
絡
員
さ
ん
を

期間 実施事項 内　　　　　容

4月3日 仮配分 農事連絡員会議を開催し、仮

配分をお知らせ、鰯別配分を

依頼

4月4日
　～

4月29日

部落内調整 個々の実情に応じて部落内あ

るいは部落間調整をしていた

だきます。

4月30日 昭和54年度水田

利用再編対策個

人別明細表

転作計画書（確

認野帳）市農林

課提出

調整後の限度数量を転作面積

を記入した一覧表を提出して

いただきます。転作面積に応

じて、1人1人が転作計爾書
を提出していただきます。（提

出がないと補助金を受けられ
ません。）

4月30日 管理転作

（各事業所提出）

農協に管理転作を希望される

方は、「管理転作預託申込書」

を各事業所に提出していただ
きます。

6月上旬 正式配分 部落調整の結果をもとにして、

正式配分を行います。

7月上旬
　～
7月中旬

現地確認 転作計画書に基づき現地確認

をいたします。

8月中旬

及び

12月下旬

奨励補助金の交

付

8月中旬頃概算払い（50％）予定

12月下旬頃精算払い（50％〉予定

中
心
に
部
落
間
調
整
を
し
て
く
だ
さ

転
作
の
実
施
方
法
、

　
　
奨
励
補
助
金
等

　
転
作
の
実
施
方
法
、
転
作
計
画
書

の
提
出
、
奨
励
補
助
金
の
交
付
額
、

未
達
成
の
場
合
の
措
置
な
ど
に
つ
い

て
は
、
昨
年
と
同
様
な
方
法
で
実
施

さ
れ
ま
す
．
詳
し
く
は
、
農
事
連
絡

　
の

　
当

　
a

　
　

　
α

金助補励奨表】

区　砂
基本額 計

国奨励金 市奨励金

特定作物 55，000 5，000 60，㎜

一般作物等 40，000 4，000 44，㎜

管理転作 40，000 2，㎜42，㎜

員
さ
ん
を
通
し
て
お
配
り
し
た
「
昭

和
瓦
十
四
年
度
、
水
田
利
用
再
編
対

策
の
要
網
及
び
栽
培
指
針
」
を
ご
覧

く
た
さ
い
．
な
お
、
新
年
度
か
ら
の

転
作
に
つ
い
て
は
部
落
内
で
話
し
合

い
の
う
え
、
出
来
る
限
り
集
団
化
さ

れ
る
方
向
で
お
進
め
く
だ
さ
い
。

奨
励
補
助
金

　
国
の
奨
励
補
助
金
の
種
類
と
額
は

昨
年
と
変
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で

も
、
昨
年
と
同
じ
く
、
国
の
奨
励
金

に
上
乗
せ
を
し
イ
＼
市
独
自
の
奨
励

金
を
表
1
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
関
連
施
策

表II水田利用再編対策関連施策
容内

資金0）貸付と利子補給

1ha以上び）小規模畑地転換造成
（排水路、暗渠排水、客土、整地
区画整理等）補助率去

水田を畑地化するための排水用溝堀

土で1施行区3a以上。補助率30％

　事　業　名

lP国、県関係
農業近代化資金及
び農業改良資金
小規模土地条件整

備事業

（2）市関係

水田畑地化排水事
業

　
奨
励
補
助
金
の
他
に
、
水
田
利
用

再
編
対
策
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

国
、
県
、
市
で
は
表
H
の
よ
う
な
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

再
綴
紺
策
に
つ
い
て
の

お
蘭
糖
含
せ
嫉

蝕
七
巷
三
髄
　
欄
養

　
　
　
’
内
纏
二
穴
紹
昏
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鑑
甥
魏
…
…
蕪
筋
…
継
噺
醜
溝
…
鶏
粥
…
騨
驚
…
綜
皿
…
…
…
譲
騨
鱒
…
一
舞
…
躍

o

嶺
膓
鷺
簿
就
叩
葺
輩
…
籍
棄
㌔

問
（
珠
川
）
　
土
地
台
帳
に
面
積
が

載
っ
て
い
て
、
今
回
の
、
仮
配
分
に

名
前
が
で
て
い
な
い
が
、
米
の
売
り

渡
し
を
希
望
し
て
い
る
人
の
場
合
に

は
ど
う
な
る
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
今
回
の
算

定
の
基
礎
は
、
五
十
二
、
一
．
一
年
に
売

渡
実
績
の
あ
る
農
家
だ
け
を
と
っ
て

い
る
。
五
十
二
、
三
年
に
売
り
渡
し

は
し
な
か
っ
た
が
、
五
十
四
年
に
米

を
出
し
た
い
と
い
う
人
は
、
事
情
を

お
聞
き
し
デ
＼
考
慮
し
た
い
の
で
申

し
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
（
高
山
）
　
大
豆
の
件
で
お
聞
き

し
た
い
．
昨
年
は
、
大
豆
の
種
が
、

早
生
、
中
手
、
オ
ク
手
と
三
種
類
が

交
っ
て
い
て
食
用
に
も
な
ら
な
い
ぐ

ら
い
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
実
状
を

把
握
し
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
（
尾
身
農
協
営
農
課
長
）
　
昨
年

は
、
大
豆
の
種
に
ま
じ
り
が
あ
っ
て

申
し
わ
け
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
と
、

、
撮
繋
懲
澤
弼
㍗
峯
斑
諾
葦

4　　　◆

作
型
と
技
術
的
な
面
で
指
導
が
徹

底
し
な
か
っ
た
た
め
収
量
が
あ
が

ら
な
か
っ
た
。
今
年
は
、
で
き
る
だ

け
隣
、
近
所
の
も
の
を
集
め
て
集
団

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
技
術
的
に
も
、
仕
事
的
に
も
重

点
的
に
や
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
品

種
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
レ
イ
と
、
シ

ロ
セ
ン
ナ
リ
の
二
品
種
の
う
ち
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
も
の
を
、
農
協
で

あ
っ
旋
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
（
大
池
）
　
昨
年
は
、
目
標
面
積

を
充
分
達
成
し
た
の
だ
か
ら
、
今
年

は
そ
の
分
が
す
ぐ
な
く
な
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
昨
年
は
、

目
標
を
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
達

成
し
た
二
十
九
％
を
、
今
年
割
り
引

い
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
目
標
を
達
成
し
て
も
、

今
年
は
ま
だ
ま
だ
米
が
余
る
と
い
う

状
勢
で
す
。
政
府
の
方
針
も
、
五
十
三

年
か
ら
三
力
年
間
は
同
じ
面
積
を
お

願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
や

り
方
は
、
昨
年
と
同
じ
場
所
で
も
、

新
し
い
所
で
も
結
構
で
す
の
で
、

市
に
割
り
あ
て
ら
れ
た
一
〇
五
・
九

診
は
是
非
お
願
い
し
た
い
。
。
さ
ら

に
、
国
や
県
で
は
、
昨
年
の
実
績
も

確
保
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
割
り
あ
て

が
二
・
八
親
減
っ
て
い
る
が
、
笹
神

村
や
豊
浦
町
な
ど
の
未
達
成
市
町
村

で
は
、
昨
年
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
．

市
で
は
買
い
上
げ
限
度
数
量
も
千
三

百
俵
余
り
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
今
年
の
処
置
で
県
下
の
全
市
町
村

が
達
成
し
た
ら
、
来
年
度
は
、
割
り

あ
て
は
一
〇
九
訟
に
な
り
限
度
数
量

は
元
に
戻
り
ま
す
。

問
（
十
日
町
）
　
私
達
の
と
こ
ろ
で

は
、
転
作
は
、
供
出
農
家
だ
け
で
な

く
、
全
農
家
で
や
れ
ば
良
い
で
は
な

い
か
と
い
う
声
が
強
い
の
で
す
が
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
そ
う
い
う

お
考
え
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
場

所
に
よ
っ
て
は
互
助
会
組
織
を
作
っ

て
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私

達
は
、
米
の
売
り
渡
し
の
必
要
の
な

い
農
家
に
割
り
あ
て
を
す
る
と
か
え

っ
て
不
満
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
部
落
内
調
整
で
は
、

売
り
渡
し
を
し
な
い
農
家
で
も
、
条

件
が
許
せ
ば
、
供
出
農
家
の
分
を
肩
変

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
で
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
（
十
日
町
）
　
大
豆
の
種
で
昨
年

は
不
良
品
が
多
く
て
困
っ
た
わ
け
で

す
が
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
た
の
か
、
又
、
今
年
は
大
丈

夫
な
の
か
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
尾
身
農
協
営
農
課
長
）
　
大
豆

が
特
定
作
目
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、

予
想
以
上
に
希
望
が
あ
り
、
県
の
種

子
協
会
で
確
保
し
た
が
、
そ
れ
で
は

足
り
ず
に
長
野
県
や
、
群
馬
県
か
ら

も
手
配
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
問
題
が
あ
っ
た
。
今
年
は
、

昨
年
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

強
く
要
請
し
て
い
る
．

答
（
山
岸
普
及
所
技
術
主
任
）
技

術
的
に
も
病
虫
害
の
予
防
や
、
薬
剤
散

布
を
徹
底
し
て
、
売
れ
る
大
豆
を
作
っ

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
（
水
沢
）
　
離
村
し
た
人
の
土
地

を
何
人
か
で
譲
り
受
け
て
、
今
年
か

ら
耕
作
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
そ
の
土
地

が
登
記
を
し
て
あ
れ
ば
、
新
ら
し
い

人
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
ま
す
し
、

受
・
委
託
を
し
て
い
る
場
合
も
、
昨

年
十
二
月
に
調
査
を
し
た
時
に
提
出

し
て
あ
れ
ば
加
除
し
て
あ
り
ま
す
。

問
（
八
箇
）
　
う
る
ち
の
転
作
面
積

と
モ
チ
の
転
作
面
積
が
二
本
立
て
で

割
り
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
転
作

等
実
施
計
画
書
（
確
認
野
帳
）
に
書

く
場
合
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
う
る
ち
の

転
作
面
積
と
モ
チ
の
転
作
面
積
の
合

計
が
農
業
者
個
々
の
転
作
面
積
で
す
。

欝
妻
を
見
置
そ
ラ
繕

　
　
消
費
拡
大
の

　
　
　
　
　
　
取
り
く
み

　
米
の
過
剰
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
中
で
、
市
農
協
と
十
日
町
地
区
米

穀
小
売
商
組
合
で
は
、
今
年
の
雪
壕

つ
り
の
「
く
ら
し
の
広
繕
皿
で
心
栄
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
少
し
で
も

お
米
の
味
を
見
直
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
市
内
で
と
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

オ
ニ
ギ
リ
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
、
ま

た
、
お
み
や
げ
に
持
ち
帰
っ
て
、
家

族
で
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
味
を
堪

能
し
て
も
ら
お
う
と
、
四
百
狂
十
ダ

ラ
ム
の
袋
入
り
に
し
て
、
抽
せ
ん
で

持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
擁
ぜ

ん
引
換
虜
に
は
識
長
い
ノ
＼
行
窮
が

で
き
ま
し
た
。

　
総
理
府
が
ま
と
め
た
精
食
生
活
、

食
糧
問
題
に
関
す
る
盤
論
翻
査
」
に

よ
る
と
．
実
際
に
は
、
簸
食
と
も
ご

飯
を
食
べ
る
人
が
多
く
、
米
は
依
然

と
し
て
主
食
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
の

δ
米
の
消
費
予
測
で
雄
四
人
に
一
人
が

門
パ
ン
や
め
ん
類
が
増
え
る
だ
ろ
う
」

と
答
え
、
不
安
な
面
も
の
ぞ
か
せ
て

い
ま
す
。

　
米
碗
溝
費
拡
大
を
す
る
た
め
に
は

　
“
食
べ
て
お
い
し
い
来
4
を
生
産
し

一
粒
で
も
多
く
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
は
、
消
費
者
へ
の
働

き
か
け
、
広
報
宣
伝
侮
拡
大
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
磯
。
嚢
協
で
は
斡
米

の
消
費
拡
大
選
動
』
湾
一
環
ど
し

驚
、
離
生
丁
秋
の
農
糞
“
祭
に
、
お
業
鶴

関
係
し
た
題
材
で
、
市
内
の
小
・
中

学
校
に
呼
び
か
け
、
書
蔭
の
児
童
作

品
展
を
行
・
た
と
鑑
ろ
、
習
宇
が
千

七
百
十
五
点
、
図
画
、
三
養
館
十
九

点
と
予
想
以
上
の
応
募
が
あ
鱒
裳
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
行
っ
た
オ
ユ
ギ

リ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
婦
人
部
の
人

達
の
米
料
理
の
数
々
、
米
製
品
の
展

示
即
売
等
、
大
変
な
人
気
を
得
、
お

米
の
見
直
し
、
消
費
拡
大
P
R
に
と

大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
一
人
当
り
の
米
消
費
量
が
年
々
減

少
し
て
い
る
中
で
、
米
の
消
費
を
の

ば
す
に
は
、
や
は
り
、
米
關
係
業
界

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
積
極
的
な

運
動
の
展
開
が
必
要
で
し
ょ
う
。



O
博
へ

（2

とおガ夢3第3種郵便物認可1昭和54年4月10日

用再編対策事業哩水田不

事前売渡申込限度数量｛響チ103：器濃

転作目標割当面積　1・5・9ヘクタール

　
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
、
お
お
む
ね
十
力
年
計
画
で
水
田
利
用
再
編

対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
十
日
町
市
で
は
目
標
を
約
三
十
督
上
廻
っ
て
達
成
た
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
全
国
で
は
百
十
三
智
、
県

で
は
百
十
督
で
す
。
米
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
米
の
消
費
量
は
年
々
減

少
し
て
い
る
一
方
、
五
十
三
年
度
米
は
、
　
全
国
の
作
況
指
数
百
八
の

大
豊
作
と
な
り
、
生
産
調
整
が
全
国
目
標
を
達
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
九
十
万
ト
ン
の
生
産
増
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
五
十

三
年
十
月
末
で
五
百
七
十
万
ト
ン
、
さ
ら
に
本
年
末
で
は
約
七
百
万
ト

ン
と
政
府
売
却
量
の
約
一
年
分
の
在
庫
を
か
か
え
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
二
年
目
の
水
田
再
編
対
策
を
む
か
え
、
県
か
ら

十
日
町
市
に
、
百
五
・
九
衿
（
昨
年
よ
り
三
・
一
衿
減
）
の
配
分
が
あ

り
ま
し
た
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
配
分
に
つ
い
て
は
「
水
田
利
用
再
編
対
策
協
議

会
」
の
決
定
に
基
づ
き
、
面
積
要
素
と
出
荷
実
績
要
素
の
二
本
立
て
で
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
配
分
も
全
農
家
の
皆
さ
ん
に
ご
満
足
い

た
だ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
目
標
達
成
の
た
め
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
新
年
度
の
仮
配
分
の
考
え
方
、
配

分
数
値
の
出
し
方
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

新
し
い
配
分
数
値
の
出
し
方

　
仮
配
分
の
数
値
は
、
次
の
基
準
で

計
算
し
ま
す
。

基
準
面
積
…
…
：
昭
和
五
十
四
年
一

月
一
日
現
在
の
上
地
台
帳
水
田
面
積

を
基
に
し
て
小
作
契
約
面
積
、
受
委

託
耕
作
面
積
、
土
地
改
良
の
一
時
利

用
地
面
積
、
休
耕
放
置
田
面
積
、
出

作
、
国
有
地
払
い
下
げ
面
積
を
加
除

し
、
農
業
者
個
人
毎
に
加
除
し
て
基

準
面
積
と
し
ま
し
た
．

出
荷
実
績
…
…
昭
和
五
十
二
～
三
年

の
米
出
荷
実
績
の
ニ
カ
年
平
均
の
出

荷
実
績
数
値
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

限
度
数
量
…
…
（
う
る
ち
）
基
準
面

積
割
要
素
十
暫
、
出
荷
実
績
割
要
素

九
十
都
を
組
み
合
せ
’
＼
個
人
別
限

度
数
量
を
算
出

（
も
ち
）
出
荷
実
績
要
素
の
み
で
算

出
。転

作
目
標
面
積
の
配
分

（
う
る
ち
）
基
準
面
積
割
十
蓄
、
出

荷
実
績
割
九
十
警
を
組
み
合
せ
て
、

個
人
別
転
作
目
標
面
積
を
米
の
出
荷

実
積
の
あ
る
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
．

（
も
ち
）
出
荷
実
績
割
の
み
と
し
て

一
俵
に
つ
き
十
平
方
材
を
乗
じ
て
算

出
さ
れ
た
面
積
を
、
も
ち
の
出
荷
実

績
の
あ
る
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
。

個
人
別
配
分
の
や
り
方

　
四
月
三
日
の
農
事
連
絡
員
会
議
で

前
記
の
方
法
で
計
画
し
た
限
度
数
量

・
転
作
目
標
面
積
の
個
人
別
明
細
表

を
「
参
考
資
料
」
と
し
て
お
渡
し
し

ま
し
た
の
で
、
農
事
連
絡
員
さ
ん
を

期間 実施事項 内　　　　　容

4月3日 仮配分 農事連絡員会議を開催し、仮

配分をお知らせ、鰯別配分を

依頼

4月4日
　～

4月29日

部落内調整 個々の実情に応じて部落内あ

るいは部落間調整をしていた

だきます。

4月30日 昭和54年度水田

利用再編対策個

人別明細表

転作計画書（確

認野帳）市農林

課提出

調整後の限度数量を転作面積

を記入した一覧表を提出して

いただきます。転作面積に応

じて、1人1人が転作計爾書
を提出していただきます。（提

出がないと補助金を受けられ
ません。）

4月30日 管理転作

（各事業所提出）

農協に管理転作を希望される

方は、「管理転作預託申込書」

を各事業所に提出していただ
きます。

6月上旬 正式配分 部落調整の結果をもとにして、

正式配分を行います。

7月上旬
　～
7月中旬

現地確認 転作計画書に基づき現地確認

をいたします。

8月中旬

及び

12月下旬

奨励補助金の交

付

8月中旬頃概算払い（50％）予定

12月下旬頃精算払い（50％〉予定

中
心
に
部
落
間
調
整
を
し
て
く
だ
さ

転
作
の
実
施
方
法
、

　
　
奨
励
補
助
金
等

　
転
作
の
実
施
方
法
、
転
作
計
画
書

の
提
出
、
奨
励
補
助
金
の
交
付
額
、

未
達
成
の
場
合
の
措
置
な
ど
に
つ
い

て
は
、
昨
年
と
同
様
な
方
法
で
実
施

さ
れ
ま
す
．
詳
し
く
は
、
農
事
連
絡

　
の

　
当

　
a

　
　

　
α

金助補励奨表】

区　砂
基本額 計

国奨励金 市奨励金

特定作物 55，000 5，000 60，㎜

一般作物等 40，000 4，000 44，㎜

管理転作 40，000 2，㎜42，㎜

員
さ
ん
を
通
し
て
お
配
り
し
た
「
昭

和
瓦
十
四
年
度
、
水
田
利
用
再
編
対

策
の
要
網
及
び
栽
培
指
針
」
を
ご
覧

く
た
さ
い
．
な
お
、
新
年
度
か
ら
の

転
作
に
つ
い
て
は
部
落
内
で
話
し
合

い
の
う
え
、
出
来
る
限
り
集
団
化
さ

れ
る
方
向
で
お
進
め
く
だ
さ
い
。

奨
励
補
助
金

　
国
の
奨
励
補
助
金
の
種
類
と
額
は

昨
年
と
変
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市
で

も
、
昨
年
と
同
じ
く
、
国
の
奨
励
金

に
上
乗
せ
を
し
イ
＼
市
独
自
の
奨
励

金
を
表
1
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
関
連
施
策

表II水田利用再編対策関連施策
容内

資金0）貸付と利子補給

1ha以上び）小規模畑地転換造成
（排水路、暗渠排水、客土、整地
区画整理等）補助率去

水田を畑地化するための排水用溝堀

土で1施行区3a以上。補助率30％

　事　業　名

lP国、県関係
農業近代化資金及
び農業改良資金
小規模土地条件整

備事業

（2）市関係

水田畑地化排水事
業

　
奨
励
補
助
金
の
他
に
、
水
田
利
用

再
編
対
策
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

国
、
県
、
市
で
は
表
H
の
よ
う
な
制

度
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

再
綴
紺
策
に
つ
い
て
の

お
蘭
糖
含
せ
嫉

蝕
七
巷
三
髄
　
欄
養

　
　
　
’
内
纏
二
穴
紹
昏
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鑑
甥
魏
…
…
蕪
筋
…
継
噺
醜
溝
…
鶏
粥
…
騨
驚
…
綜
皿
…
…
…
譲
騨
鱒
…
一
舞
…
躍

o

嶺
膓
鷺
簿
就
叩
葺
輩
…
籍
棄
㌔

問
（
珠
川
）
　
土
地
台
帳
に
面
積
が

載
っ
て
い
て
、
今
回
の
、
仮
配
分
に

名
前
が
で
て
い
な
い
が
、
米
の
売
り

渡
し
を
希
望
し
て
い
る
人
の
場
合
に

は
ど
う
な
る
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
今
回
の
算

定
の
基
礎
は
、
五
十
二
、
一
．
一
年
に
売

渡
実
績
の
あ
る
農
家
だ
け
を
と
っ
て

い
る
。
五
十
二
、
三
年
に
売
り
渡
し

は
し
な
か
っ
た
が
、
五
十
四
年
に
米

を
出
し
た
い
と
い
う
人
は
、
事
情
を

お
聞
き
し
デ
＼
考
慮
し
た
い
の
で
申

し
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
（
高
山
）
　
大
豆
の
件
で
お
聞
き

し
た
い
．
昨
年
は
、
大
豆
の
種
が
、

早
生
、
中
手
、
オ
ク
手
と
三
種
類
が

交
っ
て
い
て
食
用
に
も
な
ら
な
い
ぐ

ら
い
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
実
状
を

把
握
し
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
（
尾
身
農
協
営
農
課
長
）
　
昨
年

は
、
大
豆
の
種
に
ま
じ
り
が
あ
っ
て

申
し
わ
け
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
と
、

、
撮
繋
懲
澤
弼
㍗
峯
斑
諾
葦

4　　　◆

作
型
と
技
術
的
な
面
で
指
導
が
徹

底
し
な
か
っ
た
た
め
収
量
が
あ
が

ら
な
か
っ
た
。
今
年
は
、
で
き
る
だ

け
隣
、
近
所
の
も
の
を
集
め
て
集
団

化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ

ば
、
技
術
的
に
も
、
仕
事
的
に
も
重

点
的
に
や
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
品

種
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
レ
イ
と
、
シ

ロ
セ
ン
ナ
リ
の
二
品
種
の
う
ち
、
そ

の
地
域
に
あ
っ
た
も
の
を
、
農
協
で

あ
っ
旋
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
（
大
池
）
　
昨
年
は
、
目
標
面
積

を
充
分
達
成
し
た
の
だ
か
ら
、
今
年

は
そ
の
分
が
す
ぐ
な
く
な
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
昨
年
は
、

目
標
を
達
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
達

成
し
た
二
十
九
％
を
、
今
年
割
り
引

い
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
目
標
を
達
成
し
て
も
、

今
年
は
ま
だ
ま
だ
米
が
余
る
と
い
う

状
勢
で
す
。
政
府
の
方
針
も
、
五
十
三

年
か
ら
三
力
年
間
は
同
じ
面
積
を
お

願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
や

り
方
は
、
昨
年
と
同
じ
場
所
で
も
、

新
し
い
所
で
も
結
構
で
す
の
で
、

市
に
割
り
あ
て
ら
れ
た
一
〇
五
・
九

診
は
是
非
お
願
い
し
た
い
。
。
さ
ら

に
、
国
や
県
で
は
、
昨
年
の
実
績
も

確
保
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
市
で
は
、
割
り
あ
て

が
二
・
八
親
減
っ
て
い
る
が
、
笹
神

村
や
豊
浦
町
な
ど
の
未
達
成
市
町
村

で
は
、
昨
年
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
．

市
で
は
買
い
上
げ
限
度
数
量
も
千
三

百
俵
余
り
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
今
年
の
処
置
で
県
下
の
全
市
町
村

が
達
成
し
た
ら
、
来
年
度
は
、
割
り

あ
て
は
一
〇
九
訟
に
な
り
限
度
数
量

は
元
に
戻
り
ま
す
。

問
（
十
日
町
）
　
私
達
の
と
こ
ろ
で

は
、
転
作
は
、
供
出
農
家
だ
け
で
な

く
、
全
農
家
で
や
れ
ば
良
い
で
は
な

い
か
と
い
う
声
が
強
い
の
で
す
が
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
そ
う
い
う

お
考
え
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
場

所
に
よ
っ
て
は
互
助
会
組
織
を
作
っ

て
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私

達
は
、
米
の
売
り
渡
し
の
必
要
の
な

い
農
家
に
割
り
あ
て
を
す
る
と
か
え

っ
て
不
満
が
で
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
部
落
内
調
整
で
は
、

売
り
渡
し
を
し
な
い
農
家
で
も
、
条

件
が
許
せ
ば
、
供
出
農
家
の
分
を
肩
変

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
で
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
（
十
日
町
）
　
大
豆
の
種
で
昨
年

は
不
良
品
が
多
く
て
困
っ
た
わ
け
で

す
が
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
た
の
か
、
又
、
今
年
は
大
丈

夫
な
の
か
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
（
尾
身
農
協
営
農
課
長
）
　
大
豆

が
特
定
作
目
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、

予
想
以
上
に
希
望
が
あ
り
、
県
の
種

子
協
会
で
確
保
し
た
が
、
そ
れ
で
は

足
り
ず
に
長
野
県
や
、
群
馬
県
か
ら

も
手
配
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
問
題
が
あ
っ
た
。
今
年
は
、

昨
年
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

強
く
要
請
し
て
い
る
．

答
（
山
岸
普
及
所
技
術
主
任
）
技

術
的
に
も
病
虫
害
の
予
防
や
、
薬
剤
散

布
を
徹
底
し
て
、
売
れ
る
大
豆
を
作
っ

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
（
水
沢
）
　
離
村
し
た
人
の
土
地

を
何
人
か
で
譲
り
受
け
て
、
今
年
か

ら
耕
作
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
そ
の
土
地

が
登
記
を
し
て
あ
れ
ば
、
新
ら
し
い

人
の
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
ま
す
し
、

受
・
委
託
を
し
て
い
る
場
合
も
、
昨

年
十
二
月
に
調
査
を
し
た
時
に
提
出

し
て
あ
れ
ば
加
除
し
て
あ
り
ま
す
。

問
（
八
箇
）
　
う
る
ち
の
転
作
面
積

と
モ
チ
の
転
作
面
積
が
二
本
立
て
で

割
り
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
転
作

等
実
施
計
画
書
（
確
認
野
帳
）
に
書

く
場
合
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
（
池
田
農
林
課
長
）
　
う
る
ち
の

転
作
面
積
と
モ
チ
の
転
作
面
積
の
合

計
が
農
業
者
個
々
の
転
作
面
積
で
す
。

欝
妻
を
見
置
そ
ラ
繕

　
　
消
費
拡
大
の

　
　
　
　
　
　
取
り
く
み

　
米
の
過
剰
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
中
で
、
市
農
協
と
十
日
町
地
区
米

穀
小
売
商
組
合
で
は
、
今
年
の
雪
壕

つ
り
の
「
く
ら
し
の
広
繕
皿
で
心
栄
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
少
し
で
も

お
米
の
味
を
見
直
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
市
内
で
と
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

オ
ニ
ギ
リ
を
無
料
サ
ー
ビ
ス
し
、
ま

た
、
お
み
や
げ
に
持
ち
帰
っ
て
、
家

族
で
魚
沼
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
味
を
堪

能
し
て
も
ら
お
う
と
、
四
百
狂
十
ダ

ラ
ム
の
袋
入
り
に
し
て
、
抽
せ
ん
で

持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
擁
ぜ

ん
引
換
虜
に
は
識
長
い
ノ
＼
行
窮
が

で
き
ま
し
た
。

　
総
理
府
が
ま
と
め
た
精
食
生
活
、

食
糧
問
題
に
関
す
る
盤
論
翻
査
」
に

よ
る
と
．
実
際
に
は
、
簸
食
と
も
ご

飯
を
食
べ
る
人
が
多
く
、
米
は
依
然

と
し
て
主
食
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
の

δ
米
の
消
費
予
測
で
雄
四
人
に
一
人
が

門
パ
ン
や
め
ん
類
が
増
え
る
だ
ろ
う
」

と
答
え
、
不
安
な
面
も
の
ぞ
か
せ
て

い
ま
す
。

　
米
碗
溝
費
拡
大
を
す
る
た
め
に
は

　
“
食
べ
て
お
い
し
い
来
4
を
生
産
し

一
粒
で
も
多
く
食
べ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
は
、
消
費
者
へ
の
働

き
か
け
、
広
報
宣
伝
侮
拡
大
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
磯
。
嚢
協
で
は
斡
米

の
消
費
拡
大
選
動
』
湾
一
環
ど
し

驚
、
離
生
丁
秋
の
農
糞
“
祭
に
、
お
業
鶴

関
係
し
た
題
材
で
、
市
内
の
小
・
中

学
校
に
呼
び
か
け
、
書
蔭
の
児
童
作

品
展
を
行
・
た
と
鑑
ろ
、
習
宇
が
千

七
百
十
五
点
、
図
画
、
三
養
館
十
九

点
と
予
想
以
上
の
応
募
が
あ
鱒
裳
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
行
っ
た
オ
ユ
ギ

リ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
婦
人
部
の
人

達
の
米
料
理
の
数
々
、
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⑧近代・現代白縄織物と十B町

　　　●項　目
①麻から絹への転換　　　　　③今日の十日町織物

②絹織物産地の確立

最後のテーマでは、近代・現代の郷土の歴史と十日町織

物の歩みをたど1）ます。
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の
絵

組み立てられた高機を中心に、見本裂を張った見本帳、

明石縮のポスター、織物製品など、十目町産地の歩みを物

語る資料が展示されます。また・近代・現代の郷土のいろ

い7）なできごとや風俗、世相の断面を写した写真が、パネ

ルに展示されます。

　そして、最後は展示室を出て、現代の産地を代表する着

物がかざられた・ビーの大きなガラスケースにむかい、展

示が終ります。
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縮
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所
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々
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回
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に
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、
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、
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物
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館
に
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た
．

織
っ
た
織
物
で
す
、
そ
の
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と
す
ば
ら
し
い
美
を
紹
介
し
よ
　
　
に
、
ご
期
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さ
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。

技
術
が
要
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、
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が
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いよいよ關館です∬

1””4月27日正午一般公開〃1””

　一博物館からのおしらせ一

※開館時間　午前9時～午後4時30分

※休館日　　毎週月曜日

　祝日（文化び）日を除く）

　年末年始（12月27日～1月4日〉

　●開館日から5月6日（日怯では毎日開

　館しています。

※入館料　無料です．

　●特別展については有料のこともあり

　ます。

※博物館友の会へのおさそい

博物館では、博物館を利用したり、育

てていくための“博物館友の会”の会

員を募集しています。申し込み用紙は、

博物館、公民館（本館、地区館）などに

あります。くわしくは博物館へ。

開館を待つ博物館

1⑦遍世』越後縮と．ぐらし

　　●項　目
①領主の移り変わり　　　　④機織りと信仰

②近世の農村と農民　　　　　⑤縮市と縮商人

③青苧と越後縮の生産　　　　⑥越後縮のできるまで

こび）コーナーでは、近世越後の名産r越後縮」の生産技

、1鼠聴・翠凄
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園
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博
物
館
の
開
館
が
目
前
に
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
展
示
物
の

配
置
や
パ
ネ
ル
の
組
立
て
も
ほ
と
ん
ど
終
り
、
最
後
の
仕
上
げ
段
階
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
展
示
テ
ー
マ
と
資
料
の
紹
介
の
三
回
目
で

す
。
今
回
は
、
近
世
か
ら
現
代
ま
で
の
郷
土
の
歴
史
と
十
日
町
織
物
の

あ
ゆ
み
、
そ
れ
に
越
後
縮
の
生
産
技
術
と
、
そ
れ
を
さ
さ
え
た
人
々
の

く
ら
し
を
と
り
上
げ
た
テ
ー
マ
の
紹
介
で
す
。
さ
ら
に
開
館
記
念
特
別

展
と
し
て
企
画
さ
れ
た
、
「
越
後
の
ち
ぢ
み
」
展
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ

、
つ
。

術を中心に展示します。縮び）生産工程については、原料青

苧び）栽培から縮び）製品が仕上がるまでを46び）工程にわけ・そ

れぞれ用具や作業写真を展示して、くわしく解説します。

　また、縮生産グ）背景を知るために、近世び）郷土び）歴史と

人々のくr、しに関する資料を展示します。検地帳や村明細

　　　　　　　　　　　　　　　　　キレ帳、十目町の古地図や高札などです。また、奉納幡や裂な

どの機織と信仰に関する資料も集めてみました．

　さド、に、縮あきないにたずさわった商人たケ）び）活躍と、

縮市のにぎわいも紹介しています。

灘
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』
博
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六
団
体
十
五
個
人
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
市
政
功
労
ー

　
市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則
（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ
の

他
市
民
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ
っ
た
人
、
及
び
、
市
民
の
模
範
と
な
る
べ

き
善
行
を
し
た
人
等
を
対
象
）
に
基
づ
き
、
つ
ぎ
の
六
団
体
、
十
五
個
人
を
、

昭
和
五
十
三
年
度
市
政
功
労
者
に
決
定
し
、
去
る
三
月
三
十
一
日
市
役
所
で

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

表彰を受ける川上市松さん（東京都）

表
彰
者

自
治
功
労

　
丸
山
銀
一
、
富
沢
正
平
、
．
長
津
清

　
太
郎

教
育
功
労

　
山
口
誠
士
、
川
上
市
松

産
業
功
労

　
柳
宗
平
、
大
熊
徳
太
郎

交
通
安
全
功
労

　
母
子
交
通
安
全
カ
ン
ガ
ル
ー
の
会

　
村
山
聴
太
郎

とおガ夢3劉

防
災
功
労

　
小
島
元
一
、
中
林
善
次
郎
、
大
熊

　
正
治
、
高
橋
福
松
、
高
橋
友
一

寄
付

　
馬
場
文
平
、
㈱
滝
泰
、
㈱
大
島
電

　
気
商
会
、
㈱
丸
山
工
務
所
、
＋
日
町
織

　
物
工
業
協
同
組
合
、
新
潟
県
生
命

　
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

ほ
う
賞

　
福
島
至

善行青少年も表彰
　卜日町市青少年問題協議会（会長春日由

∈）

では、善行青少年団体として市内昭和町1丁

目子ども会（代表佐藤実）を表彰しました。

　こび）子ど《、会は昭和42年に結成されて以来

公園の草とり奉仕、交通安全び）自主活動、小

づかいを出し合・・て町内グ）遊び場にゴミ箱を

作るなど長年び）活動が認められたもグ）です。

飛渡地区公民館の
電話番号が変わりました

　飛渡地区公民館グ）電話が、

農集電話から、普通電話にな

ったため、次σ）とおり変更に

な1）棄した。

　　溶7一薪馨辱踏讐

　　　　　一移動展は十日町市にも一
　第34回新潟県美術展が、5月18日から開催されま
す。

　6月29日（金）～7月4目（水〉主では、　卜日田f市民f本育

館でご覧になれます。あなたも応募してみませんか
出品規定は、／）きび）とおりです．

搬入
　5月121」（：上，・131｛（日）しノ）ノ1ヨ、1∫1011寺…～！1二f菱411寺｝実『ξ

受付場所

　洋画・彫刻・L芸・書道…新潟県庭術博物館（新

潟市1番堀通）

　目本画…イチムラ新潟店ぺ階催場（新潟市東堀6

　版画…大和新潟店7階ホーノレ（新潟市古町通7）

　写真…小林百貨店7階催事場（新潟市西堀通5〉

※輸送び）場合は、それぞれび）展示会場へ「県展係」

と明記して、所定の日に到着する美うに。

作品

　未発表の作品に限ります。各部門と｛、1人3点以
内、　2、転以上1糸且と一ナることはでき友せ／し，。

出品手教料

　各部門と孟、1点3，（X）0円、1点増すことに1，000円。

審査・展示

①公募作品はすべて審査び）うえ人選作品を展示し主
す。

②展示された作品は、会期中いかなる事情かあ’ノて

も搬出することはできません。

③審査および展示に関しては、出品者が異議を申し

セてることはでき主せん．

賞　県展賞　賞状　副賞100，000円

　奨励賞　　〃　　〃　30，〔xX）円

　　人　選　　〃

　作品び）運賃おkび荷造り賃は出品者び）負担としま
す、

照会

　新潟日報社事業1、，⊃（新潟市東中通1）に返信切手

を1，禿えてお申し出ください。

　出品目録、出品票び）用紙は、市教育委員会社会教

育課（E7－3111番内線275）1・li町rlf公民
館（本館、地区館）にあり表す．

》σ、蒔讐“百こ曲、

　　　　シリーズノ匠．■

郡立染織学校開校

明治34年4月4日

　
十
日
町
織
物
を
語
る
と
き
、
多
、
の

染
織
技
術
の
中
心
と
な
つ
た
染
織
学

校
を
見
落
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
．
、

　
明
治
三
十
年
頃
の
十
日
町
は
、
絹

織
物
産
地
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て

い
っ
た
時
期
で
し
た
．
・
て
の
中
で
、

機
織
り
に
関
す
る
指
導
研
究
機
関
、

ま
た
産
地
を
に
な
う
技
術
者
の
養
成

機
関
の
設
置
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
．
染
織
学
校
は
、
こ
う
し
た
気

運
と
地
元
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
明
治

』
一
十
三
年
中
魚
沼
郡
会
の
決
議
を
み
、

九
月
に
は
文
部
大
臣
の
設
立
認
可
を

う
け
て
、
開
校
に
向
っ
て
一
歩
を
ふ

み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
十
日
町

は
大
火
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

多
、
れ
を
の
り
越
え
て
の
設
立
に
、
当

時
の
人
々
の
織
物
に
か
け
る
意
気
込

み
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
，

　
こ
う
し
て
明
治
三
十
四
年
、
染
色

の
権
威
中
村
喜
一
郎
氏
を
校
長
に
む

か
え
、
中
魚
沼
郡
立
染
色
学
校
と
し

て
四
月
四
目
に
開
校
式
を
挙
け
、
翌

五
日
か
ら
仮
校
舎
で
授
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
．
今
か
ら
七
卜
八
年
前
の

こ
と
で
す
。

　
こ
の
染
織
学
校
は
、
技
術
の
殿
堂

と
し
て
産
地
・
業
者
の
指
導
に
あ
た

り
、
多
く
の
技
術
者
や
指
導
者
を
育

て
ま
し
た
が
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
主
な

理
由
で
学
校
の
形
態
も
め
ま
ぐ
る
し

く
変
転
し
て
い
き
ま
し
た
、

　
現
在
の
、
新
潟
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
十
日
町
試
験
場
、
卜
日
町
高
等

生
職
業
訓
練
校
の
前
身
に
あ
た
り
主
す

先
β
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
内
俊
道
）

を
一
※
新
シ
リ
…
ズ
で
す
。

喜
村
明
治
時
代
以
降
の
、
そ
の
月
々
に
起

中　
っ
た
事
件
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
を

長
校
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

代初
　
　
一
年
間
続
き
ま
す
。
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組
合
連
合
会

ほ
う
賞

　
福
島
至

善行青少年も表彰
　卜日町市青少年問題協議会（会長春日由

∈）

では、善行青少年団体として市内昭和町1丁

目子ども会（代表佐藤実）を表彰しました。

　こび）子ど《、会は昭和42年に結成されて以来

公園の草とり奉仕、交通安全び）自主活動、小

づかいを出し合・・て町内グ）遊び場にゴミ箱を

作るなど長年び）活動が認められたもグ）です。

飛渡地区公民館の
電話番号が変わりました

　飛渡地区公民館グ）電話が、

農集電話から、普通電話にな

ったため、次σ）とおり変更に

な1）棄した。

　　溶7一薪馨辱踏讐

　　　　　一移動展は十日町市にも一
　第34回新潟県美術展が、5月18日から開催されま
す。

　6月29日（金）～7月4目（水〉主では、　卜日田f市民f本育

館でご覧になれます。あなたも応募してみませんか
出品規定は、／）きび）とおりです．

搬入
　5月121」（：上，・131｛（日）しノ）ノ1ヨ、1∫1011寺…～！1二f菱411寺｝実『ξ

受付場所

　洋画・彫刻・L芸・書道…新潟県庭術博物館（新

潟市1番堀通）

　目本画…イチムラ新潟店ぺ階催場（新潟市東堀6

　版画…大和新潟店7階ホーノレ（新潟市古町通7）

　写真…小林百貨店7階催事場（新潟市西堀通5〉

※輸送び）場合は、それぞれび）展示会場へ「県展係」

と明記して、所定の日に到着する美うに。

作品

　未発表の作品に限ります。各部門と｛、1人3点以
内、　2、転以上1糸且と一ナることはでき友せ／し，。

出品手教料

　各部門と孟、1点3，（X）0円、1点増すことに1，000円。

審査・展示

①公募作品はすべて審査び）うえ人選作品を展示し主
す。

②展示された作品は、会期中いかなる事情かあ’ノて

も搬出することはできません。

③審査および展示に関しては、出品者が異議を申し

セてることはでき主せん．

賞　県展賞　賞状　副賞100，000円

　奨励賞　　〃　　〃　30，〔xX）円

　　人　選　　〃

　作品び）運賃おkび荷造り賃は出品者び）負担としま
す、

照会

　新潟日報社事業1、，⊃（新潟市東中通1）に返信切手

を1，禿えてお申し出ください。

　出品目録、出品票び）用紙は、市教育委員会社会教

育課（E7－3111番内線275）1・li町rlf公民
館（本館、地区館）にあり表す．

》σ、蒔讐“百こ曲、

　　　　シリーズノ匠．■

郡立染織学校開校

明治34年4月4日

　
十
日
町
織
物
を
語
る
と
き
、
多
、
の

染
織
技
術
の
中
心
と
な
つ
た
染
織
学

校
を
見
落
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
．
、

　
明
治
三
十
年
頃
の
十
日
町
は
、
絹

織
物
産
地
と
し
て
の
地
位
を
固
め
て

い
っ
た
時
期
で
し
た
．
・
て
の
中
で
、

機
織
り
に
関
す
る
指
導
研
究
機
関
、

ま
た
産
地
を
に
な
う
技
術
者
の
養
成

機
関
の
設
置
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
．
染
織
学
校
は
、
こ
う
し
た
気

運
と
地
元
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
明
治

』
一
十
三
年
中
魚
沼
郡
会
の
決
議
を
み
、

九
月
に
は
文
部
大
臣
の
設
立
認
可
を

う
け
て
、
開
校
に
向
っ
て
一
歩
を
ふ

み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
十
日
町

は
大
火
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

多
、
れ
を
の
り
越
え
て
の
設
立
に
、
当

時
の
人
々
の
織
物
に
か
け
る
意
気
込

み
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
，

　
こ
う
し
て
明
治
三
十
四
年
、
染
色

の
権
威
中
村
喜
一
郎
氏
を
校
長
に
む

か
え
、
中
魚
沼
郡
立
染
色
学
校
と
し

て
四
月
四
目
に
開
校
式
を
挙
け
、
翌

五
日
か
ら
仮
校
舎
で
授
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
．
今
か
ら
七
卜
八
年
前
の

こ
と
で
す
。

　
こ
の
染
織
学
校
は
、
技
術
の
殿
堂

と
し
て
産
地
・
業
者
の
指
導
に
あ
た

り
、
多
く
の
技
術
者
や
指
導
者
を
育

て
ま
し
た
が
、
そ
の
後
さ
ま
ざ
主
な

理
由
で
学
校
の
形
態
も
め
ま
ぐ
る
し

く
変
転
し
て
い
き
ま
し
た
、

　
現
在
の
、
新
潟
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
十
日
町
試
験
場
、
卜
日
町
高
等

生
職
業
訓
練
校
の
前
身
に
あ
た
り
主
す

先
β
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
内
俊
道
）

を
一
※
新
シ
リ
…
ズ
で
す
。

喜
村
明
治
時
代
以
降
の
、
そ
の
月
々
に
起

中　
っ
た
事
件
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
を

長
校
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

代初
　
　
一
年
間
続
き
ま
す
。



帖
∀
八

8）

とおガ夢書

　
四
月
八
日
、
県
議
会
議
員
選
挙
か

行
わ
れ
ま
し
た
．
、
ヘ
ー
度
は
二
十
二
日

旧
に
行
わ
れ
る
市
長
・
市
議
会
議

員
選
挙
で
す
、
私
達
の
生
活
に
直

接
っ
な
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
．
棄

権
の
な
い
よ
う
悔
い
の
な
い
一
票
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
い

㎜
会
館
館
顧

…
説
　
育
　
育
　
民
…

…
演
時
鉢
時
棒
時
匝

…
会
御
剰
御
測
御
興

　
　
　
　
ド
午
水
午
↓

市長選立

4月17日図　午

4月18日困

4，弓19日休）

投
じ
ま
し
ょ
う
。
投
面
、
爪
日
の
当
日
、

ど
う
し
て
も
都
合
の
悪
い
人
、
身
体

に
障
害
の
あ
る
人
に
は
、
．
杢
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
、
代
理
投

票
、
点
字
投
票
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
投

票
制
度
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
　
ご

活
用
く
だ
さ
い
、
。

　
　
市
長
選
は
記
号
式
投
票

　
二
十
二
日
に
は
、
市
長
と
市
議
会

議
員
選
挙
の
両
方
が
行
わ
れ
ま
す
、

最
初
に
市
長
選
の
投
票
で
、
投
票
用
紙

は
白
紙
に
黒
刷
り
で
す
、
投
票
用
紙

に
立
候
補
者
の
氏
名
が
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
投
票
し
ょ
う
と
思
う

人
の
欄
に
備
え
つ
け
の
ゴ
ム
印
で
○

の
記
号
を
ろ
け
て
く
た
さ
い
（
記
号

式
投
票
）

　
市
議
会
議
員
の
投
票
用
紙
は
、
、
．
赤

字
に
黒
刷
り
」
て
す
．
、
投
票
し
ょ

う
と
思
う
候
補
者
の
名
前
を
一
人

た
け
書
い
て
投
票
し
て
く
た
さ
い
、

二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書
い

た
り
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
、

　
訂
正
　
一
．
｝
月
二
卜
互
日
号
お
知
ら

せ
版
二
面
の
投
票
所
・
投
票
区
域
の

一
部
変
更
の
欄
ヅ
＼
第
九
投
票
所
に

新
座
四
か
落
ち
て
い
ま
し
た
、
お
詫

し
て
追
加
い
た
し
ま
す
，

第3種郵便物認可）昭和54年4月10日

螺鵬山嚇つり螺
愛宕山の桜が／）ぼみをいっばい！）けています．今年はうウグ）被害

｛，ほとんどなく、満開の桜が楽しめそうです。職場の皆さんやご家

筆轍藩謡．輔麟

　　　一」帷剛～①
　　　　　　　　　　　　～老後にゆとりを～　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1
　日本人の平均寿命はますます伸び、核家族時代を迎えk　I

老人家庭も多くなりました。「長男は東京だし、娘はそのう　1
亡，1こ嫁に、♪く俺達び）老後は＿仕。6配している話をよ1

　　　　　”　　　　　　　　1く聞きます。

　そんな時頼りになるのが年金です．しかし、年金の種類

は多く、しくみも複雑です。国民年金係の年金相談件数も

年々増えています．年金時代を迎え、市民グ）皆さんからゆ

と1矧）ある老後を送’・ていただくため、年金のしくみをわ

かりゃすくご紹介するr年金時代一老後にゆとりを一」を

連載します。

　　　離駐37、9鞠願、

　国民年金び）保険料は、4月から3，300円です。老齢年金を

｛、らうためには最低25年間保険料を納めなけれけな1）ませ

，’し。仮りに、あなたか25年間錘月セッセとタンス貯金をす

ると25年間で97万円になります。タンス貯金には利子も／）

繋灘灘∵li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿1
価値に帰し、親がグチをこぼしていたのをよく聞かされ・1

捻繋羅☆欝1羅i

耀三☆1燃ll∴訓

杢擁難雛驚讐1舎、羅翻
噸総三蝋☆．、、．滞i
へび）保障をする制度なのです。

国
土
調
査
室
三
階
東
側
に

　
　
　
　
　
　
　
　
玄
関
に
は
ス
ロ
ー
プ
と
自
動
扉

す
線慧

陰！

にご注意を！
7
『

ま道課と企画財政課の間に移動

　
毎
年
春
に
な
り
ま
す
と
、
感
電
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
．
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
感
電
事
故
防
止
に
．
こ
協
わ
く

だ
さ
い
。

ω
こ
い
の
ぽ
り
は
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
場
所
へ

　
こ
い
の
ぼ
り
が
電
線
に
巻
き
つ
い
た
り
、
竿
が
電
線
に
触
れ

る
と
危
険
で
す
．
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
場
所
へ
た
て
ま
し
ょ

一
つ
c

図
電
線
の
近
く
で
た
こ
あ
げ
や
ひ
こ
う
き
あ
そ
び
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

　
も
し
、
た
こ
や
ひ
こ
う
き
が
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
8
↓
．

、
…
幽z

O

⊥
三
〇
七
番
）
へ
．
こ
連
絡
く
だ
さ
い
、

⑤
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
取
り
つ
け
は

電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
場
所
ヘ

　
ア
ン
テ
ナ
は
、
倒
れ
て
も
電
線
に

ふ
れ
な
い
位
置
を
選
び
ま
し
ょ
う
．

圏
電
線
の
近
く
で
作
業
す
る
と
き
は

頭
上
の
電
線
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
作
業
場
付
近
に
電
線
が
あ
る
と
き

は
、
事
前
に
東
北
電
力
へ
．
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。

第3種郵便物認可）昭和54年4月10日とおガ」し㌻（9）

市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
転
入
百
一
名
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

四
月
百
付
で
小
．
睾
校
教
員
異
漂
発
令
さ
れ
誕
野
基
川
㎜

治
小
学
校
長
が
勇
退
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
　
転
出
百
六
名
　
転
入
百
『
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

名
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
異
動
し
た
小
・
中
学
校
長
（
敬
称
略
）

昭和54年度一般
会計予算等を審議

　大池小
渡　辺　勇

飛渡第一小

宮ロ達夫

　六箇小

加藤次馬
　川マ台小

志賀雅雄

名ケ山小　　　鐙島小　　　吉田小

星稔男水島敏田原正吉
　ド条小

松沢欣一

　rll議会第1回定例会は、3月5日から17日まで13日間開催されました．

　こび）議会では、昭和54年度…般会計・特別会計・水道事業会計予算・昭

和53年度一般会計特別会計補正予算等37議案（請願3件、陳情1件を含む）

が審議され、33議案に・）いては、原案どおり可決、採択されました。

　また、市政に・）いてび）…般質問は7名の議員が行い主した。

　今議会で審議された 主三なもび）はー）ぎのとおりです・

■昭和53年度一般会計補正予算

　9、421万1千円追加し、歳入歳出予算び）総額はそれそれ67億3961万6千円

となりました．歳出び）毛なものは公債費び）繰上償還金等です。

■上水道、簡易水道の料金改定

　改定率47．7396の水道料金が51年以来3年ぶりで改定になりました。

■一般質問の主な内容

　宮沢建一議員（福祉行政に／）いて、農業問題について、道路行政にー）い

　　　　　　て、教育施設に／）いて、市財政について）

　高橋桂作議員（産地振興対策について、国鉄財政再建計画と飯山線び）関

　　　　　　連について、学校給食について、福祉対策について、水田

　　　　　　利用再編対策について）

　大島昭三議員（昭和54年度予算と施政方針について）

　滝沢重治議員（福祉行政に・）いて、教育行政について・農林行政に・）い

　　　　　　て）

　大島清松議員（商工行政に／）いて、市政一般に・）いて、教育行政につい

　　　　　　て）

　南雲金一議員（十日町市の展望にー）いて）

　佐藤利雄議員（防災対策に／）いて、社会福祉行政について、建設行政に

　　　　　　／）いて）

東下組小

松井正敏
　中条中

若月義郎
南中

渡辺一作
　下条中

梅山郁雄

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
生
活
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
・
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
等
）
を

支
給
し
て
い
主
す
。

価
蠣
　
　
　
　
鵬

単
賭
　
　
　
　
　
　
っ
ガ

定
纐
　
　
　
　
　
　
B
路

予
葎繋

　
　
　
徽
隣

援
樋
　
　
　
　
　
学
第
第

学
猫
　
　
　
　
　
　
入
校
校

就
判
　
　
　
　
蜥
弾
鮮

　
　
★

区分 学　　年
1　　当

た・1額

小学校
第　1学年7．87

その他グ）学年 9，250

中学校
第1学年 15，490

そ4）他の学年16，870

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
目
付
で
市

役
所
関
係
（
組
合
等
を
含
む
）
の
入

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

（
異
動
規
模
）
合
計
百
十
八
名

▽
課
長
級
　
十
名
　
▽
課
長
補
佐
級

十
一
名
▽
係
長
級
十
七
名
▽

一
般
職
員
　
四
卜
九
名
　
▽
広
域
事

務
組
合
　
二
十
し
名
　
▽
衛
生
施
設

組
合
　
四
名

課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

O
総
務
課
長
行
政
文
書
係
長
事
務
取

扱
　
岩
甲
一
．
夫
（
総
務
課
長
）
　
○

保
健
課
長
　
佐
藤
一
男
（
会
計
課
長
）

O
会
計
課
長
俵
山
基
（
農
業
委

員
会
事
務
局
参
事
次
長
事
務
取
扱
）

O
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
次
長
事

務
取
扱
　
村
山
福
吉
（
建
設
課
長
補

佐
）
　
O
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

涌
井
博
（
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

補
佐
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）
　
O
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
　
滝
沢
雅

利　○消防

長
嘱
託
　
上
村
安
輝
（
消

防
署
長
）
　
O
消
防
本
部
次
長
兼
総
務

課
長
兼
広
域
事
務
組
合
総
務
部
長

牧
野
　
健
（
広
域
事
務
組
合
総
務
部

長
）
　
O
消
防
署
長
　
藤
田
徳
治
（
予

防
課
長
）
　
○
予
防
課
長
　
川
上
三

男
三
（
総
務
課
長
）

退
職
者

O
岡
田
信
郎
（
保
健
課
長
）
　
O
鈴

木
貞
次
（
市
民
課
参
事
）
　
O
村
山

治
之
（
水
沢
出
張
所
参
事
主
任
）

O
白
岩
俊
夫
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
長
）
　
O
林
チ
ヨ
（
会
計
課
長

補
佐
出
納
係
長
事
務
取
扱
V
　
O
樋

口
政
栄
（
総
務
課
）
　
○
小
泉
サ
ク

（
中
条
小
学
校
）
　
O
俵
山
フ
ジ
（
野

中
小
学
校
）
　
O
高
橋
洋
子
（
十
日

町
保
育
所
）
　
O
上
村
安
輝
（
消
防

長
兼
消
防
署
長
）

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
、
四

月
卜
九
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
各

小
・
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は
教

育
委
員
会
へ
お
申
し
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
庶
務
課

★体育実技用具費（スキー用具）　一
　　　　　　　　　　　　E
小学校第1・4学年17，260円　L∫

中学校第1学年　　24，700円　1。

★修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行＿

小学校第5・6学年実　費　一

中学校第3学年実費番
★夏季訓練参加費内
　　　　，．　　　　　　線
中学校全学年　　　実　費　　一
　　　　　　　　　　　．モ
※そび）他給食費及び学校病に

　係る医療費の実費を支給　　×

建
設
省
が
一
部
機
構
改
革

　
建
設
省
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
一

部
機
構
改
革
を
し
、
河
川
関
係
は
、

信
濃
川
工
事
事
務
所
、
道
路
関
係
は
、

長
岡
国
道
工
事
事
務
所
と
し
て
一
元

化
し
て
新
発
足
す
る
．
一
と
に
な
り
ま

し
た
．
信
濃
川
L
事
事
務
所
は
、
河

川
単
独
の
事
務
所
と
し
て
信
濃
川
本

川
及
び
支
川
、
魚
野
川
な
ら
び
に
人

河
津
分
水
路
に
関
す
る
業
務
を
、
長

岡
国
道
工
事
事
務
所
は
、
国
道
八
、

一
し
、
　
一
一
六
、
　
一
一
七
、
三
五
一
．
一

に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
芸
す
、



帖
∀
八

8）

とおガ夢書

　
四
月
八
日
、
県
議
会
議
員
選
挙
か

行
わ
れ
ま
し
た
．
、
ヘ
ー
度
は
二
十
二
日

旧
に
行
わ
れ
る
市
長
・
市
議
会
議

員
選
挙
で
す
、
私
達
の
生
活
に
直

接
っ
な
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
．
棄

権
の
な
い
よ
う
悔
い
の
な
い
一
票
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
い

㎜
会
館
館
顧

…
説
　
育
　
育
　
民
…

…
演
時
鉢
時
棒
時
匝

…
会
御
剰
御
測
御
興

　
　
　
　
ド
午
水
午
↓

市長選立

4月17日図　午

4月18日困

4，弓19日休）

投
じ
ま
し
ょ
う
。
投
面
、
爪
日
の
当
日
、

ど
う
し
て
も
都
合
の
悪
い
人
、
身
体

に
障
害
の
あ
る
人
に
は
、
．
杢
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
、
代
理
投

票
、
点
字
投
票
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
投

票
制
度
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
　
ご

活
用
く
だ
さ
い
、
。

　
　
市
長
選
は
記
号
式
投
票

　
二
十
二
日
に
は
、
市
長
と
市
議
会

議
員
選
挙
の
両
方
が
行
わ
れ
ま
す
、

最
初
に
市
長
選
の
投
票
で
、
投
票
用
紙

は
白
紙
に
黒
刷
り
で
す
、
投
票
用
紙

に
立
候
補
者
の
氏
名
が
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
投
票
し
ょ
う
と
思
う

人
の
欄
に
備
え
つ
け
の
ゴ
ム
印
で
○

の
記
号
を
ろ
け
て
く
た
さ
い
（
記
号

式
投
票
）

　
市
議
会
議
員
の
投
票
用
紙
は
、
、
．
赤

字
に
黒
刷
り
」
て
す
．
、
投
票
し
ょ

う
と
思
う
候
補
者
の
名
前
を
一
人

た
け
書
い
て
投
票
し
て
く
た
さ
い
、

二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書
い

た
り
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
、

　
訂
正
　
一
．
｝
月
二
卜
互
日
号
お
知
ら

せ
版
二
面
の
投
票
所
・
投
票
区
域
の

一
部
変
更
の
欄
ヅ
＼
第
九
投
票
所
に

新
座
四
か
落
ち
て
い
ま
し
た
、
お
詫

し
て
追
加
い
た
し
ま
す
，
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螺鵬山嚇つり螺
愛宕山の桜が／）ぼみをいっばい！）けています．今年はうウグ）被害

｛，ほとんどなく、満開の桜が楽しめそうです。職場の皆さんやご家

筆轍藩謡．輔麟

　　　一」帷剛～①
　　　　　　　　　　　　～老後にゆとりを～　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1
　日本人の平均寿命はますます伸び、核家族時代を迎えk　I

老人家庭も多くなりました。「長男は東京だし、娘はそのう　1
亡，1こ嫁に、♪く俺達び）老後は＿仕。6配している話をよ1

　　　　　”　　　　　　　　1く聞きます。

　そんな時頼りになるのが年金です．しかし、年金の種類

は多く、しくみも複雑です。国民年金係の年金相談件数も

年々増えています．年金時代を迎え、市民グ）皆さんからゆ

と1矧）ある老後を送’・ていただくため、年金のしくみをわ

かりゃすくご紹介するr年金時代一老後にゆとりを一」を

連載します。

　　　離駐37、9鞠願、

　国民年金び）保険料は、4月から3，300円です。老齢年金を

｛、らうためには最低25年間保険料を納めなけれけな1）ませ

，’し。仮りに、あなたか25年間錘月セッセとタンス貯金をす

ると25年間で97万円になります。タンス貯金には利子も／）

繋灘灘∵li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿1
価値に帰し、親がグチをこぼしていたのをよく聞かされ・1

捻繋羅☆欝1羅i

耀三☆1燃ll∴訓

杢擁難雛驚讐1舎、羅翻
噸総三蝋☆．、、．滞i
へび）保障をする制度なのです。

国
土
調
査
室
三
階
東
側
に

　
　
　
　
　
　
　
　
玄
関
に
は
ス
ロ
ー
プ
と
自
動
扉

す
線慧

陰！

にご注意を！
7
『

ま道課と企画財政課の間に移動

　
毎
年
春
に
な
り
ま
す
と
、
感
電
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
．
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
感
電
事
故
防
止
に
．
こ
協
わ
く

だ
さ
い
。

ω
こ
い
の
ぽ
り
は
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
場
所
へ

　
こ
い
の
ぼ
り
が
電
線
に
巻
き
つ
い
た
り
、
竿
が
電
線
に
触
れ

る
と
危
険
で
す
．
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
場
所
へ
た
て
ま
し
ょ

一
つ
c

図
電
線
の
近
く
で
た
こ
あ
げ
や
ひ
こ
う
き
あ
そ
び
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

　
も
し
、
た
こ
や
ひ
こ
う
き
が
電
線
に
ひ
っ
か
か
っ
た
と
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
8
↓
．

、
…
幽z

O

⊥
三
〇
七
番
）
へ
．
こ
連
絡
く
だ
さ
い
、

⑤
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
取
り
つ
け
は

電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
場
所
ヘ

　
ア
ン
テ
ナ
は
、
倒
れ
て
も
電
線
に

ふ
れ
な
い
位
置
を
選
び
ま
し
ょ
う
．

圏
電
線
の
近
く
で
作
業
す
る
と
き
は

頭
上
の
電
線
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
作
業
場
付
近
に
電
線
が
あ
る
と
き

は
、
事
前
に
東
北
電
力
へ
．
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。
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市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
転
入
百
一
名
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

四
月
百
付
で
小
．
睾
校
教
員
異
漂
発
令
さ
れ
誕
野
基
川
㎜

治
小
学
校
長
が
勇
退
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
　
転
出
百
六
名
　
転
入
百
『
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

名
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
異
動
し
た
小
・
中
学
校
長
（
敬
称
略
）

昭和54年度一般
会計予算等を審議

　大池小
渡　辺　勇

飛渡第一小

宮ロ達夫

　六箇小

加藤次馬
　川マ台小

志賀雅雄

名ケ山小　　　鐙島小　　　吉田小

星稔男水島敏田原正吉
　ド条小

松沢欣一

　rll議会第1回定例会は、3月5日から17日まで13日間開催されました．

　こび）議会では、昭和54年度…般会計・特別会計・水道事業会計予算・昭

和53年度一般会計特別会計補正予算等37議案（請願3件、陳情1件を含む）

が審議され、33議案に・）いては、原案どおり可決、採択されました。

　また、市政に・）いてび）…般質問は7名の議員が行い主した。

　今議会で審議された 主三なもび）はー）ぎのとおりです・

■昭和53年度一般会計補正予算

　9、421万1千円追加し、歳入歳出予算び）総額はそれそれ67億3961万6千円

となりました．歳出び）毛なものは公債費び）繰上償還金等です。

■上水道、簡易水道の料金改定

　改定率47．7396の水道料金が51年以来3年ぶりで改定になりました。

■一般質問の主な内容

　宮沢建一議員（福祉行政に／）いて、農業問題について、道路行政にー）い

　　　　　　て、教育施設に／）いて、市財政について）

　高橋桂作議員（産地振興対策について、国鉄財政再建計画と飯山線び）関

　　　　　　連について、学校給食について、福祉対策について、水田

　　　　　　利用再編対策について）

　大島昭三議員（昭和54年度予算と施政方針について）

　滝沢重治議員（福祉行政に・）いて、教育行政について・農林行政に・）い

　　　　　　て）

　大島清松議員（商工行政に／）いて、市政一般に・）いて、教育行政につい

　　　　　　て）

　南雲金一議員（十日町市の展望にー）いて）

　佐藤利雄議員（防災対策に／）いて、社会福祉行政について、建設行政に

　　　　　　／）いて）

東下組小

松井正敏
　中条中

若月義郎
南中

渡辺一作
　下条中

梅山郁雄

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
生
活
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
・
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
等
）
を

支
給
し
て
い
主
す
。

価
蠣
　
　
　
　
鵬

単
賭
　
　
　
　
　
　
っ
ガ

定
纐
　
　
　
　
　
　
B
路

予
葎繋

　
　
　
徽
隣

援
樋
　
　
　
　
　
学
第
第

学
猫
　
　
　
　
　
　
入
校
校

就
判
　
　
　
　
蜥
弾
鮮

　
　
★

区分 学　　年
1　　当

た・1額

小学校
第　1学年7．87

その他グ）学年 9，250

中学校
第1学年 15，490

そ4）他の学年16，870

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
目
付
で
市

役
所
関
係
（
組
合
等
を
含
む
）
の
入

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

（
異
動
規
模
）
合
計
百
十
八
名

▽
課
長
級
　
十
名
　
▽
課
長
補
佐
級

十
一
名
▽
係
長
級
十
七
名
▽

一
般
職
員
　
四
卜
九
名
　
▽
広
域
事

務
組
合
　
二
十
し
名
　
▽
衛
生
施
設

組
合
　
四
名

課
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

O
総
務
課
長
行
政
文
書
係
長
事
務
取

扱
　
岩
甲
一
．
夫
（
総
務
課
長
）
　
○

保
健
課
長
　
佐
藤
一
男
（
会
計
課
長
）

O
会
計
課
長
俵
山
基
（
農
業
委

員
会
事
務
局
参
事
次
長
事
務
取
扱
）

O
農
業
委
員
会
事
務
局
参
事
次
長
事

務
取
扱
　
村
山
福
吉
（
建
設
課
長
補

佐
）
　
O
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

涌
井
博
（
教
育
委
員
会
庶
務
課
長

補
佐
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）
　
O
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
　
滝
沢
雅

利　○消防

長
嘱
託
　
上
村
安
輝
（
消

防
署
長
）
　
O
消
防
本
部
次
長
兼
総
務

課
長
兼
広
域
事
務
組
合
総
務
部
長

牧
野
　
健
（
広
域
事
務
組
合
総
務
部

長
）
　
O
消
防
署
長
　
藤
田
徳
治
（
予

防
課
長
）
　
○
予
防
課
長
　
川
上
三

男
三
（
総
務
課
長
）

退
職
者

O
岡
田
信
郎
（
保
健
課
長
）
　
O
鈴

木
貞
次
（
市
民
課
参
事
）
　
O
村
山

治
之
（
水
沢
出
張
所
参
事
主
任
）

O
白
岩
俊
夫
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
長
）
　
O
林
チ
ヨ
（
会
計
課
長

補
佐
出
納
係
長
事
務
取
扱
V
　
O
樋

口
政
栄
（
総
務
課
）
　
○
小
泉
サ
ク

（
中
条
小
学
校
）
　
O
俵
山
フ
ジ
（
野

中
小
学
校
）
　
O
高
橋
洋
子
（
十
日

町
保
育
所
）
　
O
上
村
安
輝
（
消
防

長
兼
消
防
署
長
）

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
、
四

月
卜
九
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
各

小
・
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は
教

育
委
員
会
へ
お
申
し
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
庶
務
課

★体育実技用具費（スキー用具）　一
　　　　　　　　　　　　E
小学校第1・4学年17，260円　L∫

中学校第1学年　　24，700円　1。

★修学旅行費（宿泊を伴う修学旅行＿

小学校第5・6学年実　費　一

中学校第3学年実費番
★夏季訓練参加費内
　　　　，．　　　　　　線
中学校全学年　　　実　費　　一
　　　　　　　　　　　．モ
※そび）他給食費及び学校病に

　係る医療費の実費を支給　　×

建
設
省
が
一
部
機
構
改
革

　
建
設
省
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
一

部
機
構
改
革
を
し
、
河
川
関
係
は
、

信
濃
川
工
事
事
務
所
、
道
路
関
係
は
、

長
岡
国
道
工
事
事
務
所
と
し
て
一
元

化
し
て
新
発
足
す
る
．
一
と
に
な
り
ま

し
た
．
信
濃
川
L
事
事
務
所
は
、
河

川
単
独
の
事
務
所
と
し
て
信
濃
川
本

川
及
び
支
川
、
魚
野
川
な
ら
び
に
人

河
津
分
水
路
に
関
す
る
業
務
を
、
長

岡
国
道
工
事
事
務
所
は
、
国
道
八
、

一
し
、
　
一
一
六
、
　
一
一
七
、
三
五
一
．
一

に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
芸
す
、
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とおガ辞3

1第5回1春の市民芸能祭参加団体募集

一申込〆切4月20日（金）

　
市
公
民
館
で
は
、
春
の
市
民
芸
能
祭
の
参
加
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
市
民
会
館
ホ
ー
ル
を
無
料
で
提
供
し
、
市
内
の

芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動
の
成
果
を
発

表
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
年
々
参
加
団
体
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

《
対
象
》
音
楽
、
演
劇
、
民
謡
（
踊
）
な
ど
、
ホ

ー
ル
で
発
表
可
能
な

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア

団
体
。

　
※
秋
の
市
民
芸
能

祭
は
、
そ
の
時
期
に

募
集
し
ま
す
。
年
二

回
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。

第3種郵便物認可）昭和54年4月10日

｝
》
■
》

一
公
民
館
利
用
団
体
の

　
　
　
申
し
込
み
を

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め
、
団
体
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
会
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
公
民
館
（
十
目
町
、
中
条
、
川

治
、
ド
条
）
を
毎
月
一
回
以
上
定
期
的
に
利

用
し
て
、
学
習
、
文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

ン
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い
た
い
団
体
、

グ
ル
ー
プ
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。

　
利
用
希
望
の
団
体
等
の
代
表
者
は
四
月
二

十
五
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

き
～
」
》

1余暇を豊かにするために！
1　　　市民講座開討
》　こび）春、次のような初心者向けの教室を開きます。1
》にあ、、た趣味をみ／）けて、毎日を楽しくすごしましょ一

　六十の手習いかr）、若気の至1）まで…。どんな気持1

　も結構です。どうぞおいでください。

　申し込みは公民館本館まで。電話（7－5011番）も可。

　
　
　
　
分
　
。
で

／
ゐ
講
泊
罵

に
開
説
娠

め
黒
鰍

た
講
警
↑

る
　
　
の
楽
ま

火曜日夜 手ひねりからろくろづくりまで

焼物教室
4月24日かド） グイ呑みかρ）大皿まで

火曜日夜 絵筆を持ったことのない人のた
日本画教室

4月24日から めの日本画教室です

金曜日夜 ハガキ、千代紙など実用的な作品

版画教室
4月20日から を通して版画の技法を学びます

ぶどう、もも、くりなど果樹の
果樹園芸教室 5月上旬かド）

1年間の管理技術を学びます

発声かr）習一）て、めでたい席の

謡い教室 5月上旬から
小謡いくらいできるように

（盈7－5011番）

※　　r郷土料理研究教室」「書道入門教室」は2年目に

　入ります。新しい受講者の募集はいたしません。

。
）
目

希
壼
器

日
館
。

日
本
。

ヨしロロロロロロロロロロτ十日町市公民館（
』』o后《βoe《o　oo》e《旧《β「7

十日町青年学級

25歳までの勤労青年なビ）どなたでもけっこうです．

〈開設期間〉　昭和54年4月～昭和55年3月

〈経　　費＞　自治会費（通信費含）1，800円と教材費実費

〈コー　ス〉　毎週木曜日、夜7時～9時

コ　　ー　　ス 内　　　　　　　　　　　容

より良い健康管理のための料理方法を学ぶ
料　　　　理 ※栄養のバランスなどを考える中で話合い実習しな

がら

土と炎の芸術に桃戦！
焼　　　　物 ※茶碗、グイ呑、皿、徳利、花びんなどいろいろび）も

のを作りながr）オリジナルな焼物を創造する

巾広い自己表現の探求
演　　　　劇 ※市内で唯一の演劇グループ…としての基点かド）、

楽しさときびしさの同居した活動をめざす

イ　ラ　ス　ト 二次元の世界に限りない夢を
※目常生活に実用的なイラストから、笑いころける

ま　ん　が “まんが”までの基本技法を学ぶ

一味ちがう写真をとるために
写　　　　真 ※撮影、現像、引伸、焼付など基本技法を学ぶと同

時に“考える写真”を…．

文　　　　芸
情操豊かな生活を過ごしたい人のために

※創作活動の技法を学び“文芸の世界”を考える

現実とフィクションの比較から“自らの生活”を考

映画評論 える
※劇場、TV映画を鑑賞し、話し合い、評論を書く

ミニコミ紙をつくりながら現代社会の断片を考える
ミニコミ紙発行

※情報とは何かを考え、伝達方法を学ぶ

へ

　おロロロロロロロロロロロロロや　三衷象＿些＿屡＿公」忌豊三（E2－2748番）

〔購類粥・・〕
※学習のひろば

…
》
ミ

体育のひろば
●球技を通じて体力づくりをしよう
●毎週水曜日、夜7時、中条小体育館

料理のひ7）ば
●栄養と調理の知識を身につけよう
●毎月2回夜7時、中条地区公民館

活花のひろば
●小原流活花でゃさしい心を育てよう
●毎月2回夜7回、中条地区公民館

レクのひろば
●ダンスやフオークソング、ゲームで集おう
●毎月2回夜7時、中条地区公民館

写真のひろば
●レンズを通して地域の風物や行事をさぐろう
●毎月2回夜7時、中条地区公民館

※であいのひろば

（薔騰雑卸疑クリスマス’研修方翫合宿σ）つ）

※受講料は無料ですが教材費は各自負担

※会費は半年1，000円、申し込み時に納入してください

※申し込み、問い合せは中条地区公民館（82－2748番）へ

第3種郵便物認可）昭和54年4月10日
とおガ詐311

　　　　　　　　　　　　ヨしロロロロワロロロロロロロロレ
1治地区公民館夏（盈2－2223番〉
β《oox＝う《曜》《K＝う《躍⊃《x＝つ《》6《層《×9《Or7

匡座

弍　4月10日、夜7時～

吃（池坊流）　●毎月第1、2、3火曜目、夜7時～

D定員25名●講師大関君子

舌　●毎月第1、2、3水曜日、夜6時30分～9時

義25名●講師松村伸子

リエーション　●毎月第1、2、3木曜目、夜7時～

D定員25名●講師はつきませんが、みんなで作る講座

墜座

●4月13日囲開講●4月～10月（20回）●金曜目夜

0分～9時30分●定員25名●講師阿部正明

●4月25目（肘開講●4月～10月（10回）●水曜目夜

0分～9時30分●定員25名●講師林正弘

●4月11目困開講●4月～3月（12回）●昼1時30

時●定員25名●講師酒井環

lX菱墜至墓璽（E5－2・・4番）1
網溝日言薄厘≦．学剤乏目寺『甘1内容講庫lil

一く一蝋魍糠・矧L村南天1
4／1（）上新田欄≦脳18…88（12回）活花琳　り1

4／11青｛離脳1乙…88（12卜』）料理・活鴫1鞭季1

4舗躍級璽1…88（12農］）手芸・料理臨醇1痂

llii撫搬！撫難1難糠

　　　　　　　　　　　　　＾　　19時・

鷹墓墜至葺糞（B8－31・1番）1★蹴
開講卜」学級名時問講師1★レクリ
4月1711（燗鵜教室PMl｛ll督愉）9：3〔）小林哲夫12時●

5月川i困舳　響鋼7糊白倉増之地味詣
5川1騨ずく嚇PM葎9泊9：30上村献》★焼物
5川麟道教室　鼎2て：1葺）遷『繍上欄浦　7日寺3。

5月1蜘土噛辮　蝋1：勘、歪「i，2臓饗灘〉★盆栽

5月蓮目一教室鞭黙酒井環1婦櫻

論響攣　篇諜1櫻、
　※会場はいずれも水沢地区公民館てす。

開，溝日 講座・学級 時　　　間 内　　容 講　　師

416 菊づく1）教室恩1灘糊）講義・実習 L村南天

4／10上新田分館講座 PM7：30～10：00（12回） 活　花 小林みどり

4／11 青年教室
脳1乙i88（12回）

料理・活花 生越信子
村山とし子

4／20婦人学級
PM　l：3｛）
～4：00（12回） 手芸・料理 押木キン

田口や十子

4／20婦人学級
PM7：30～10：00（10回） 嫁・姑の問

題を考える
随時お招き
する

4／25婦人電気教室
PM　l：30～4：0〔）（8回） 実習・講義

・視察
東北電力社
員

4／27東下組分館講座 賜il謡1（7回） 現代女性び）

生き方
野本郁太郎

開、講日 学級名 時　　　問 、諺　師

4月17日（火）果樹園芸教室
PM7　：30～9：3〔）
　（年4回） 小林哲夫

5月1〔川休），茎享道教室 PM7：30～9：30
第2、4、木曜日 白倉増之

5月11日囲菊ずくり教室 PM葎9泊9：30 上村南天

5月IUI囲茶道教室 籾：1葺）7盛1繍 上村美枝子

5月12目（土 焼物教室 親：勘、歪縄 上村伊勢松
斉藤千恵

5月12目（土 料理教室
PM塘：鑑！、箔：30 酒　井　環

5月12日（翁 、～・るさとゾ）唄教室 親：1弩）1），潔箔 上村誠作

51Hぐ旬 詮栽教室
PMπ奉（1鎚』9：3〔） 小川彦 ・郎

、
』

めしくいハぼホい　ザ　　　　　　　ハハ　　　　　　　　　　ザハ
！　　　・　　響　　　　、無

i．葱ボー鰯」※婦人講座※
㌔

　
“
ふ
だ
ん
な
に
げ
な
く
生
活
し
て

い
る
、
わ
た
し
た
ち
の
回
り
に
も
、

隠
れ
た
名
所
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自

然
の
美
し
さ
を
求
め
〆
＼
民
話
や
伝

説
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
、
十
日
町

を
見
直
し
て
み
よ
う
。
”

　
そ
ん
な
呼
び
か
け
に
、
集
ま
っ
た

仲
間
は
十
八
人
で
し
た
、
、
自
分
た
ち
の

学
習
が
、
何
等
か
の
形
で
役
立
つ
柔

う
な
、
ま
と
め
が
〆
、
曳
き
な
い
だ
ろ
う

か
、
隠
れ
た
名
勝
を
探
し
出
す
、
と

い
っ
て
も
中
々
大
変
な
こ
と
だ
が
．

　
話
し
合
い
の
結
果
は
、
市
街
地
の

碑
（
い
し
ぶ
み
）
に
つ
い
て
調
べ
て

み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
六
月
七
日

学
習
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
に
、
ど
ん
な
碑
が
あ
る
だ
ろ

う
か
、
婦
人
の
こ
と
で
あ
り
、
他
所

か
ら
嫁
が
れ
て
来
た
人
や
、
ご
主
人

の
転
勤
で
最
近
市
民
に
な
っ
た
、
と

い
う
人
な
ど
、
十
日
町
っ
子
は
き
わ

め
て
少
数
で
し
た
。
従
っ
て
地
理
は

不
案
内
。
汗
を
ふ
き
ふ
き
石
段
を
登

っ
て
み
た
が
、
碑
は
何
も
な
か
っ
た

り
、
碑
を
求
め
謂
れ
因
縁
を
訪
ね
歩

く
み
ん
な
の
背
に
、
真
夏
の
太
陽
は

容
赦
な
く
照
り
つ
け
る
の
で
し
た
。

　
拓
本
と
り
の
実
習
、
文
献
を
求
め

る
こ
と
、
月
二
回
の
学
習
イ
、
、
は
だ
め

で
、
夜
間
や
休
日
に
出
か
け
た
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

　
十
八
人
の
仲
間
も
、
家
庭
の
事
情
や

病
気
な
ど
で
減
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
内
山
佐
知

子
（
住
吉
町
）
　
佐
藤
巴
（
春
日
町

、
）
　
須
藤
ト
ク
（
昭
和
町
一
、
）

』
…
茎
一
…
㌔
漂
曹
冨
㍉
』
一
冨
㌔
』
茎
墨
一

…
弓
－
一
三
’
き
甲
冒
…
嚢
■
…
㌔
』
一
…
一
董
『
冒
垂
「
』
7
…

環
』
≡
｝
三
塗

田
ロ
ッ
ヤ
（
高
田
町
二
）
　
田
村

弥
生
（
神
明
町
）
　
千
原
高
子
（
田

川
町
二
）
　
萩
原
千
枝
子
（
春
日

町
一
）
　
原
ふ
き
子
（
高
田
町
三

東
）
　
樋
口
ト
モ
イ
（
西
本
町
二
）

藤
ノ
木
ヨ
シ
（
稲
荷
町
、
一
東
）

松
崎
房
子
（
昭
和
町
．
一
）
　
宮
静

子
（
丸
由
町
）
の
十
二
人
の
み
な

さ
ん
ー
．
㌦
し
た
。

　
B
6
横
判
七
十
二
ぺ
ー
ジ
の
「
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
・
と
お
か
ま
ち
の
碑
」

は
、
製
版
は
専
門
家
に
、
イ
ラ
ス

ト
は
青
年
学
級
の
み
な
さ
ん
に
依

頼
、
後
は
全
て
お
か
あ
さ
ん
た
ち

の
手
づ
く
り
で
、
出
来
上
り
ま
し

た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
、
み
な

さ
ん
の
散
歩
の
友
と
し
て
、
十
日

町
再
発
見
の
た
め
に
、
お
役
に
立

つ
こ
と
か
で
き
る
な
ら
ば
幸
わ
い

イ
、
k
す
。

　
一
部
三
百
円
で
十
日
町
公
民
館

で
お
分
け
し
て
お
り
主
す
、
ぜ
ひ
、

お
求
め
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
胴

　
　
　
　
　
　
　
（
関
H
）
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪

…
肇
甲
…
璽
一
…
㌔
茎
圭
墨
一
…
肇
一
…
『
董
ぎ
茎
一
＝
－
一
弩
』
一
…
董
　
…
差
圭
書
ー
、
ぞ

欝懇趨、慶謝
鰻春甑　論鋤、と鞠口麟
＿＿｝r＿＿｝r二＝，み＿＿陶讐』＿＿1／

4月25目十日町砂利㈹10：00～3二〇〇
門』一F』F悌一【回Fr回【一【一『』♂臨説『1凸一㎞一回『｝一一一u一
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1第5回1春の市民芸能祭参加団体募集

一申込〆切4月20日（金）

　
市
公
民
館
で
は
、
春
の
市
民
芸
能
祭
の
参
加
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
市
民
会
館
ホ
ー
ル
を
無
料
で
提
供
し
、
市
内
の

芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動
の
成
果
を
発

表
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
年
々
参
加
団
体
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

《
対
象
》
音
楽
、
演
劇
、
民
謡
（
踊
）
な
ど
、
ホ

ー
ル
で
発
表
可
能
な

市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア

団
体
。

　
※
秋
の
市
民
芸
能

祭
は
、
そ
の
時
期
に

募
集
し
ま
す
。
年
二

回
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。

第3種郵便物認可）昭和54年4月10日

｝
》
■
》

一
公
民
館
利
用
団
体
の

　
　
　
申
し
込
み
を

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
た
め
、
団
体
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
会
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
公
民
館
（
十
目
町
、
中
条
、
川

治
、
ド
条
）
を
毎
月
一
回
以
上
定
期
的
に
利

用
し
て
、
学
習
、
文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

ン
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い
た
い
団
体
、

グ
ル
ー
プ
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。

　
利
用
希
望
の
団
体
等
の
代
表
者
は
四
月
二

十
五
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

き
～
」
》

1余暇を豊かにするために！
1　　　市民講座開討
》　こび）春、次のような初心者向けの教室を開きます。1
》にあ、、た趣味をみ／）けて、毎日を楽しくすごしましょ一

　六十の手習いかr）、若気の至1）まで…。どんな気持1

　も結構です。どうぞおいでください。

　申し込みは公民館本館まで。電話（7－5011番）も可。

　
　
　
　
分
　
。
で

／
ゐ
講
泊
罵

に
開
説
娠

め
黒
鰍

た
講
警
↑

る
　
　
の
楽
ま

火曜日夜 手ひねりからろくろづくりまで

焼物教室
4月24日かド） グイ呑みかρ）大皿まで

火曜日夜 絵筆を持ったことのない人のた
日本画教室

4月24日から めの日本画教室です

金曜日夜 ハガキ、千代紙など実用的な作品

版画教室
4月20日から を通して版画の技法を学びます

ぶどう、もも、くりなど果樹の
果樹園芸教室 5月上旬かド）

1年間の管理技術を学びます

発声かr）習一）て、めでたい席の

謡い教室 5月上旬から
小謡いくらいできるように

（盈7－5011番）

※　　r郷土料理研究教室」「書道入門教室」は2年目に

　入ります。新しい受講者の募集はいたしません。

。
）
目

希
壼
器

日
館
。

日
本
。

ヨしロロロロロロロロロロτ十日町市公民館（
』』o后《βoe《o　oo》e《旧《β「7

十日町青年学級

25歳までの勤労青年なビ）どなたでもけっこうです．

〈開設期間〉　昭和54年4月～昭和55年3月

〈経　　費＞　自治会費（通信費含）1，800円と教材費実費

〈コー　ス〉　毎週木曜日、夜7時～9時

コ　　ー　　ス 内　　　　　　　　　　　容

より良い健康管理のための料理方法を学ぶ
料　　　　理 ※栄養のバランスなどを考える中で話合い実習しな

がら

土と炎の芸術に桃戦！
焼　　　　物 ※茶碗、グイ呑、皿、徳利、花びんなどいろいろび）も

のを作りながr）オリジナルな焼物を創造する

巾広い自己表現の探求
演　　　　劇 ※市内で唯一の演劇グループ…としての基点かド）、

楽しさときびしさの同居した活動をめざす

イ　ラ　ス　ト 二次元の世界に限りない夢を
※目常生活に実用的なイラストから、笑いころける

ま　ん　が “まんが”までの基本技法を学ぶ

一味ちがう写真をとるために
写　　　　真 ※撮影、現像、引伸、焼付など基本技法を学ぶと同

時に“考える写真”を…．

文　　　　芸
情操豊かな生活を過ごしたい人のために

※創作活動の技法を学び“文芸の世界”を考える

現実とフィクションの比較から“自らの生活”を考

映画評論 える
※劇場、TV映画を鑑賞し、話し合い、評論を書く

ミニコミ紙をつくりながら現代社会の断片を考える
ミニコミ紙発行

※情報とは何かを考え、伝達方法を学ぶ

へ

　おロロロロロロロロロロロロロや　三衷象＿些＿屡＿公」忌豊三（E2－2748番）

〔購類粥・・〕
※学習のひろば

…
》
ミ

体育のひろば
●球技を通じて体力づくりをしよう
●毎週水曜日、夜7時、中条小体育館

料理のひ7）ば
●栄養と調理の知識を身につけよう
●毎月2回夜7時、中条地区公民館

活花のひろば
●小原流活花でゃさしい心を育てよう
●毎月2回夜7回、中条地区公民館

レクのひろば
●ダンスやフオークソング、ゲームで集おう
●毎月2回夜7時、中条地区公民館

写真のひろば
●レンズを通して地域の風物や行事をさぐろう
●毎月2回夜7時、中条地区公民館

※であいのひろば

（薔騰雑卸疑クリスマス’研修方翫合宿σ）つ）

※受講料は無料ですが教材費は各自負担

※会費は半年1，000円、申し込み時に納入してください

※申し込み、問い合せは中条地区公民館（82－2748番）へ

第3種郵便物認可）昭和54年4月10日
とおガ詐311

　　　　　　　　　　　　ヨしロロロロワロロロロロロロロレ
1治地区公民館夏（盈2－2223番〉
β《oox＝う《曜》《K＝う《躍⊃《x＝つ《》6《層《×9《Or7

匡座

弍　4月10日、夜7時～

吃（池坊流）　●毎月第1、2、3火曜目、夜7時～

D定員25名●講師大関君子

舌　●毎月第1、2、3水曜日、夜6時30分～9時

義25名●講師松村伸子

リエーション　●毎月第1、2、3木曜目、夜7時～

D定員25名●講師はつきませんが、みんなで作る講座

墜座

●4月13日囲開講●4月～10月（20回）●金曜目夜

0分～9時30分●定員25名●講師阿部正明

●4月25目（肘開講●4月～10月（10回）●水曜目夜

0分～9時30分●定員25名●講師林正弘

●4月11目困開講●4月～3月（12回）●昼1時30

時●定員25名●講師酒井環

lX菱墜至墓璽（E5－2・・4番）1
網溝日言薄厘≦．学剤乏目寺『甘1内容講庫lil

一く一蝋魍糠・矧L村南天1
4／1（）上新田欄≦脳18…88（12回）活花琳　り1

4／11青｛離脳1乙…88（12卜』）料理・活鴫1鞭季1

4舗躍級璽1…88（12農］）手芸・料理臨醇1痂

llii撫搬！撫難1難糠

　　　　　　　　　　　　　＾　　19時・

鷹墓墜至葺糞（B8－31・1番）1★蹴
開講卜」学級名時問講師1★レクリ
4月1711（燗鵜教室PMl｛ll督愉）9：3〔）小林哲夫12時●

5月川i困舳　響鋼7糊白倉増之地味詣
5川1騨ずく嚇PM葎9泊9：30上村献》★焼物
5川麟道教室　鼎2て：1葺）遷『繍上欄浦　7日寺3。

5月1蜘土噛辮　蝋1：勘、歪「i，2臓饗灘〉★盆栽

5月蓮目一教室鞭黙酒井環1婦櫻

論響攣　篇諜1櫻、
　※会場はいずれも水沢地区公民館てす。

開，溝日 講座・学級 時　　　間 内　　容 講　　師

416 菊づく1）教室恩1灘糊）講義・実習 L村南天

4／10上新田分館講座 PM7：30～10：00（12回） 活　花 小林みどり

4／11 青年教室
脳1乙i88（12回）

料理・活花 生越信子
村山とし子

4／20婦人学級
PM　l：3｛）
～4：00（12回） 手芸・料理 押木キン

田口や十子

4／20婦人学級
PM7：30～10：00（10回） 嫁・姑の問

題を考える
随時お招き
する

4／25婦人電気教室
PM　l：30～4：0〔）（8回） 実習・講義

・視察
東北電力社
員

4／27東下組分館講座 賜il謡1（7回） 現代女性び）

生き方
野本郁太郎

開、講日 学級名 時　　　問 、諺　師

4月17日（火）果樹園芸教室
PM7　：30～9：3〔）
　（年4回） 小林哲夫

5月1〔川休），茎享道教室 PM7：30～9：30
第2、4、木曜日 白倉増之

5月11日囲菊ずくり教室 PM葎9泊9：30 上村南天

5月IUI囲茶道教室 籾：1葺）7盛1繍 上村美枝子

5月12目（土 焼物教室 親：勘、歪縄 上村伊勢松
斉藤千恵

5月12目（土 料理教室
PM塘：鑑！、箔：30 酒　井　環

5月12日（翁 、～・るさとゾ）唄教室 親：1弩）1），潔箔 上村誠作

51Hぐ旬 詮栽教室
PMπ奉（1鎚』9：3〔） 小川彦 ・郎

、
』

めしくいハぼホい　ザ　　　　　　　ハハ　　　　　　　　　　ザハ
！　　　・　　響　　　　、無

i．葱ボー鰯」※婦人講座※
㌔

　
“
ふ
だ
ん
な
に
げ
な
く
生
活
し
て

い
る
、
わ
た
し
た
ち
の
回
り
に
も
、

隠
れ
た
名
所
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自

然
の
美
し
さ
を
求
め
〆
＼
民
話
や
伝

説
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
、
十
日
町

を
見
直
し
て
み
よ
う
。
”

　
そ
ん
な
呼
び
か
け
に
、
集
ま
っ
た

仲
間
は
十
八
人
で
し
た
、
、
自
分
た
ち
の

学
習
が
、
何
等
か
の
形
で
役
立
つ
柔

う
な
、
ま
と
め
が
〆
、
曳
き
な
い
だ
ろ
う

か
、
隠
れ
た
名
勝
を
探
し
出
す
、
と

い
っ
て
も
中
々
大
変
な
こ
と
だ
が
．

　
話
し
合
い
の
結
果
は
、
市
街
地
の

碑
（
い
し
ぶ
み
）
に
つ
い
て
調
べ
て

み
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
六
月
七
日

学
習
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ど
こ
に
、
ど
ん
な
碑
が
あ
る
だ
ろ

う
か
、
婦
人
の
こ
と
で
あ
り
、
他
所

か
ら
嫁
が
れ
て
来
た
人
や
、
ご
主
人

の
転
勤
で
最
近
市
民
に
な
っ
た
、
と

い
う
人
な
ど
、
十
日
町
っ
子
は
き
わ

め
て
少
数
で
し
た
。
従
っ
て
地
理
は

不
案
内
。
汗
を
ふ
き
ふ
き
石
段
を
登

っ
て
み
た
が
、
碑
は
何
も
な
か
っ
た

り
、
碑
を
求
め
謂
れ
因
縁
を
訪
ね
歩

く
み
ん
な
の
背
に
、
真
夏
の
太
陽
は

容
赦
な
く
照
り
つ
け
る
の
で
し
た
。

　
拓
本
と
り
の
実
習
、
文
献
を
求
め

る
こ
と
、
月
二
回
の
学
習
イ
、
、
は
だ
め

で
、
夜
間
や
休
日
に
出
か
け
た
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

　
十
八
人
の
仲
間
も
、
家
庭
の
事
情
や

病
気
な
ど
で
減
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
内
山
佐
知

子
（
住
吉
町
）
　
佐
藤
巴
（
春
日
町

、
）
　
須
藤
ト
ク
（
昭
和
町
一
、
）

』
…
茎
一
…
㌔
漂
曹
冨
㍉
』
一
冨
㌔
』
茎
墨
一

…
弓
－
一
三
’
き
甲
冒
…
嚢
■
…
㌔
』
一
…
一
董
『
冒
垂
「
』
7
…

環
』
≡
｝
三
塗

田
ロ
ッ
ヤ
（
高
田
町
二
）
　
田
村

弥
生
（
神
明
町
）
　
千
原
高
子
（
田

川
町
二
）
　
萩
原
千
枝
子
（
春
日

町
一
）
　
原
ふ
き
子
（
高
田
町
三

東
）
　
樋
口
ト
モ
イ
（
西
本
町
二
）

藤
ノ
木
ヨ
シ
（
稲
荷
町
、
一
東
）

松
崎
房
子
（
昭
和
町
．
一
）
　
宮
静

子
（
丸
由
町
）
の
十
二
人
の
み
な

さ
ん
ー
．
㌦
し
た
。

　
B
6
横
判
七
十
二
ぺ
ー
ジ
の
「
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
・
と
お
か
ま
ち
の
碑
」

は
、
製
版
は
専
門
家
に
、
イ
ラ
ス

ト
は
青
年
学
級
の
み
な
さ
ん
に
依

頼
、
後
は
全
て
お
か
あ
さ
ん
た
ち

の
手
づ
く
り
で
、
出
来
上
り
ま
し

た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
、
み
な

さ
ん
の
散
歩
の
友
と
し
て
、
十
日

町
再
発
見
の
た
め
に
、
お
役
に
立

つ
こ
と
か
で
き
る
な
ら
ば
幸
わ
い

イ
、
k
す
。

　
一
部
三
百
円
で
十
日
町
公
民
館

で
お
分
け
し
て
お
り
主
す
、
ぜ
ひ
、

お
求
め
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
胴

　
　
　
　
　
　
　
（
関
H
）
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪

…
肇
甲
…
璽
一
…
㌔
茎
圭
墨
一
…
肇
一
…
『
董
ぎ
茎
一
＝
－
一
弩
』
一
…
董
　
…
差
圭
書
ー
、
ぞ

欝懇趨、慶謝
鰻春甑　論鋤、と鞠口麟
＿＿｝r＿＿｝r二＝，み＿＿陶讐』＿＿1／

4月25目十日町砂利㈹10：00～3二〇〇
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市
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
、
ね
た
き
り
老
人
、
一
人
暮

ら
し
老
人
及
び
身
体
障
害
者
の
い
る

世
帯
で
、
現
在
、
家
で
世
話
を
し
て

い
る
人
が
病
気
等
に
よ
り
一
時
的
に

世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た
低
所
得
世

帯
の
希
望
者
に
対
し
イ
＼
介
護
人
を

派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
人
の
派
遣

◆
介
護
人
の
派
遣
を
希
望
す
る
と
き

は
、
本
人
ま
た
は
家
族
及
び
民
生
委

員
、
近
隣
に
在
住
す
る
人
等
が
「
介

護
人
派
遣
申
し
出
書
」
を
市
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
長
は
介
護
人
派
遣
の
申
し
出
に

よ
り
、
派
遣
を
必
要
と
認
め
た
場
合

に
は
受
付
簿
に
記
録
す
る
と
と
も
に

登
録
し
て
あ
る
介
護
人
に
介
護
の
依

　
蒙
熱
騨
．
　
　
　
　
緯
時
　
主

　　　最低賃傘が改奪撫な駆ま骸鶴、
聯漏集内にお麟雛薩叢義鎌繊械愈遜幾麟鱗繋短藁藩鋤

輩難欝業の最低糞鞭敬灘鷺鰍レ鳳
奪薗の改正縫翻、奪鹸麟当鑑りの最儀搬金が藁i繍麟

遡鰍醜辮剛艦糟轡バ叫轡継て題
灘鑑欝慧慧鶏◇羅磐
繊鞍灘毒　義嬢2，㈱，（瞭鷹の磨雛轡礒櫛い鷲隷難騰閥鱒翰
円〉

　ただし、つぎにかかげる労働者にろいては1日2，403円（時

間給の労働者については1時問301円）

①糸繰9、糸始宋、溝掃その勉これらに準ずる軽易な業務に主
として従事する人。

②メりヤス製晶縫製業または衣服、その他グ）繊維製品製造業に

係る業務に従事する人。

機械、金篇製品等製造業及び自動童整備業　1日2，885円（時

間給の労働者については1時間361円）

　ただし、！）ぎにかかげる労働者については1日2，758円（時
間給ク）労働者に一）いては1時間345円）

●洋食器、刃物、手道具、金物類製造業または、金属ハウスウ

エアー製造業にかかる業務に従事する人．
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遣
は
半
日
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世
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当
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．
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午
前
九
時
か
ら
正
午
、

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）

介
護
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介
護
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介
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事
項
に
該
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す
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も
の
の
う
ち
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要

と
認
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れ
る
も
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で
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．

ω
食
事
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世
話

図
住
居
の
掃
除
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回
り
の
世
話

＠
生
活
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等
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⑥
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　昭和54隼3月31日出
　詳しいことは、卜日町労働基準監督署（十日町市稲荷町2

32一一2079番）へ。

　　今月の納税
　国民健康保険料第1期

納期　4月16目～5月1日

忘れずに納入しましょう。i

なお、例年4月納期の固定i

資産税は5月納期となりまi

す。
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．
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十
五
日
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時
間

は
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ず
れ
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午
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時
～
午
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一
．
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時

ま
で
。

場
所
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手
通

一
丁
目
）

持
参
す
る
も
の
　
・
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
　
・
所
轄
警

察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣

類
発
見
届
出
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理
証
　
・
登
録
手
数

料
一
件
に
つ
き
三
千
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新
潟
県
収

入
証
紙
で
納
入
す
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）
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篭
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ヒ
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齢

O
山
の
試
験
場
で
は
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．
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月
二
十
一
』
日

消
雪
日
を
迎
え
ま
し
た
．
観
測
史
上

二
番
目
の
早
い
雪
消
え
で
す
。
こ
の

早
い
春
に
誘
わ
れ
た
の
か
、
四
月
六

日
も
う
ツ
バ
メ
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

O
八
日
に
県
議
選
が
終
り
、
二
十
二

日
に
は
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
八
十
年
代
に
向
け
て
の

新
し
い
十
日
町
市
の
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発
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す
．

O
“
年
金
時
代
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”
あ
の
時
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ん
な
こ

と
が
〃
の
新
シ
リ
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め
ま

し
た
。
　
一
年
間
続
き
ま
す
。

■市勢／人ロー50，315人（男24，689・女25，626人）／世帯数…l　I，95
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